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‘God，asDescribedinJohnMilton，sParadiseLost
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Abstrad
InJuly，1674，justfourmonthsbeforehisdeath，JohnMilton
issued a revised edition of his Paradise L，OSt（PL）in twelve
volumes・He had publlShed a ten－VOlume edition ofPL seYen
yeaTSearlier，in1667・ItissaidMiltonstartedwritlngtheworkin
about1658andfinishedtheproJeCtinabout1663・However，the
ideaforthisgreatepICpOemCanbetracedtohisstudentdaysat
ChristCollege，CambridgeUniverslty，Whenheexpressedhisin－
tention to write an epIC POem・TblS meanS that the gestation
periodforthetwelve－VOlumeeditionofPLwasquitelong・SPan－
nlngmuChofthepoet，snearlysixty－miryearlifespan・Onema］Or
issuewithrespecttotheflnaleditionoftheworkconcernsthe
identityofthe hero・IsitSatanorGod？Criticshavelongde－
batedthis．
ChapterltreatsMilton’sintentandtheproductionprocessthatre－
sultedinthetwelve－VOlumeeditionofPLaTldrelatesitLoeventSiTlthe
poetIslife・Chapter2focusesoT”arTativeconstruction；Chapter30n
chronologlCalsequence．andChapter40nGod・
序　文
JohnDryden（1631－1700）がJohnMilton（1608・12・9A1674・11・8）を西洋
古典文学の最高峰であるホメロス（Homer）とウェリギリウス（Virgil）に
比肩しうる大詩人であると許して以来今日に至るまで、ミルトンは様々な
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解釈や評価を受けてきたが、その叙事詩F失楽園』（P。rぱあg上叫1667）に
ついては、英文学史上、もっとも偉大な作品の一つであることは確かな事
実であろう。
この叙事詩を通して、我々はミルトンが生きた17世紀英国の姿を見、ま
たその時代や国家と真剣に向き合い、その時代を生き抜いた一人の人間の
心のありようを見るのである。そういう意味で、この作品は17世紀英国の
歴史的産物であると共に、21世紀初頭に生きる我々一人ひとりが直面する
時代の閏巷や、あるいは一人の人間として我々が抱えている内面の間軌こ
語りかけてやまない何かがあるのである。
言い換えれば、ミルトンが彼の時代において対略した諸問題と生涯をか
けて苦闘した末に生み出され、それをもってその時代の人々に語りかけよ
うとしたものが、三百年以上隔たった今もなお、生きた響きをもって我々
に語りかけているということではなかろうか。その語りかけを、本論を通
して見てみたいと思う。
第一章　Pdm血相ん融の創作過程と創作目的
創作過程
JohnMlltonが1667年に九m虎雄ム融の初版（全十巻本）を出版したのは
58歳のときであった。JohnAubrey（1626－97）によると、この詩は1658年
11　　　　　　　　　　　2）
ごろ書き始められ、1663年ごろ書き終えられたと言われる。つまりミルト
ンが49歳の頃から書き始められ、54歳頃に書き終えられたことになる。し
かし部分的には、より早い年代に書き始められたことはほぼ間違いないで
あろうが、以下において、明らかになるように、そのルーツは、ミルトン
の若い青年の時期にあったのである。
ミルトンにおけるPぽrぱあ上の′のテーマの発展過程の歴史は、実に四半
世紀以上に及ぶものであった。彼は、大いなる詩を書くことを長い間願っ
ていたが、革命をはじめとする諸事情によって、その実現は妨げられてき
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た。この計画を実行に移す前に、彼は幾度も沈思黙考し、しばしば熟慮に
熟慮を重ねてきたことに相違ないことが、被の出版された諸作品および今
3I
日まで保存されてきた手書き原稿記録などによって明らかである。
そのことを証拠立てる最初のものとしては、例えば、まだ19歳であった
1628年にすでにミルトンは、ケンブリッジ大学のChrist．sCollegeに提出
した詩において叙事詩を描く野心を表明していることがあげられよう。
1、
百行におよぶ“AtaVacationExerciseintheCollegellという詩はある学
問的主題についての模擬演説の一都であったが、ミルトンはこの機会を用
いて、Homer．Virgil，Tassoなどの叙事詩に匹敵する叙事詩を将来書きた
いという思いを吐露している－
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Thensingofsecretthingsthateametopass
WhenBeldamNatureinhercradlewas；
AndlastofKlngSandQueensandHcrobold．
Such as the wise DemodomS0nee tOld
InsolemnSongsatKingA損料刑Jeast，
WhiIe sad U存汀打SOul and all the rest
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Inwillingchainsandsweetcaptivitie．（Ll．23－52）
はだか
われには裸のままの思想がいくつかあって、それらが
うろつきまわり、外へ出たがって騒騒しく戸をたたく。
とと
ただ居場所にうんざりして、止まっているだけである、
それらに汝が、汝の最上の着物を着かざらせるまでは。
その装いで疑念も不安もなく、それらがこのすばらしい
集会のみなさまの耳もとへ、すばやく飛んでゆくためだ。
だがわれが選りごのみをするとしたら、汝の助けを、
何かもっと厳粛な主題について、利用したいものだ。
それはわれの創案に、汝が適切な言葉を着せる前に、
くま
汝の宝箱を隈なく、汝に捜させるほどのものなのだ。
つまりはこういう場面にもなる。羽化登仙のごとく
こころ　　　　　　　　　　　　あまがけ
高く運ばれた精神が回転する天空より上に天翔り、
天国の戸口からのぞきみて、そして見える情景では、
至福の神神がそれぞれ、雷鳴轟く王座の前に横たわり、
そして耳そばだてて開くのは、髪毛刈らぬアポロが、
いと　　　　　　　　　　　　　ま
金の枝にあわせてうたう歌。その間に女神ヒーピーは、
あうじやぜん　　ちちがみ
王者然たる父神ゼウスに、不死不滅の聖酒をはこぶ。
そのあとは、見張る火の、全気層をとおりぬけて、
その真下の宏大な、霧たちこめる大気の領域をも、
雪の山山や、積み重なる雷電の層をも、通りすぎ、
いど
はては、緑の目の海神ネプチューンが、公然と天に挑み、
すべての波浪を集めて、荒れ狂うさまを語ることもでき、
うば　　　　　　ようちA
それから、老乳母の「自然」の揺藍時代に起こった、
秘められた物ごとについても、そして最後には王や、
王妃や、古代の英雄についても、歌うことができる。
かの名手デモドカスがかつてアルシノウスの饗宴で、
きき
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荘重な歌でもの語ったような、人びとのことである。
そのときは、悲しむユリシーズの心も、そのほかの
すべてのものも、彼の美しい旋律の和声にひかれて、
こころよ　とら　　　　　　　　　　　　　　51
進んで鎖につながれ、快い囚われの身になっていた。
ここで、私たちは19歳のミルトンがいつの日か、その「高く運ばれた
こころ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あがM
精神」（lthedeeptransportedmind：1．33）が「匝ほ云する天空より上に天翔り、
のぞ
天国の戸口から、祝福に満ちたる神々を覗き見る」（maysoar／Abovethe
wheeling poles．and at Heavlns dore／Lookin．and see each bllSSful Deitie，
11．33－35）ことを可能ならしめる「何かもっと厳粛な主遭」（－somegraver
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subject．11．30）について書くであろうと述べていることに注目したい。
それから数十年の歳月を経て、この「回転する天空より上に天翔る」こ
とを目指す詩的精神が、1660年の王政復古を含む様々な地上の穀難に遭遇
しつつも、なお歌い続ける、とミルトンは九m壷甜ム畑の第七巻で述べる
Halfyetremainesunsung，butnarrowerbound
WithinthevisibleDiurna】Spheare：
StandingonEarth．notraptabovethePole．
MoT・eSafeISingwith mortalvoice．unchatlg’d
Tohoarceor mute．thoughfalllnonevildayes，
7I
Onevildayesthoughfalt‘n．andeviltongues：（VI．tl．21－26）
いまだ半ばがうたわれずに残る。より狭き世界－
一日で巡る天球の、その内側に見える宇宙のことが。
地上に立ち、宇宙の極の上にあげられずに、
より安らけく、ひとの声をもってわたくしはうたう。
しわか
悪しき日に遭っても、囁れず、黙さず、まこと
8I
悪き日に遭い、悪しき舌に遭っても。
ここでは、あの19歳であったミルトンが夢見た「回転する天空より上に
天翔り、天国の戸口から、祝福に満ちたる神々を覗き見」ようとしたヴィ
ジョンがなお叶えられず、すなわち「宇宙の極の上にあげられず」（－not
∂9
raptabovethePole：Ⅶ，1．23）、今なお地上に繋がれ立つ詩的魂が地上の
「悪しき［＝こ遭っても、囁れず、黙さず、まこと／悪しき日に遭い、悪し
き舌に遭っても」（lTohoarceormute，thoughEaIl‘nonevildayes，／Onevil
dayesthoughfall’tl，andevil tongues：Ⅶ．11．25－6）、なお詩的使命感に支えら
れて「より安らけく、ひとの声をもってわたくしはうたう」（MoresafeI
Singwithmortalvoice．unchang’d，Ⅶ，1．24）と　r失楽園』第七巻冒頭部分で
詩神に対し呼びかける時、実はミルトン白身の詩的、想像的魂がすでに天
空より上にあげられていたことを暗示してはいないであろうか。いずれに
せよ、そのような類い稀なヴィジョンが、19歳のミルトンにすでに与えら
れ、“AtaVacationExercise”にて詩的表白へと導かれたことに、我々は
驚かざるを得ないのである。
若きミルトンは、この“AtaVacationExercise－rの詩において、さらに
うげ　　　　　　ようらん
「老乳母の『自然』の揺藍時代に起こった、秘められたものごとについて
も……歌う」（LsingofsecretthlngSthatcametopass／WhenBeldomNaturein
hercradlewas．‘11．45－46）であろうと続けて述べる。
このように青年時代のごく初期のころからミルトンは全時空にまたがる
叙事詩を書くことを熱望していたのである。彼は、この課題を逆行する備
えのために、その後の人生の大半を過ごしたと言っても過言ではない。
Virgilによって打ち立てられた叙事詩の型（パターン）に準じて偉大な叙
事詩を措こうとした詩人は、ケンブリッジ卒業前に英雄詩の崇高さの城に
達する牧歌的習作を書き始め、彼以前のSpenserのように、ミルトンは詩
人としての道を歩むことを深い意識の底で選び取っていたのである。
しかしながら、はじめから彼は、聖書に基づく叙事詩を書くことに思い
至ったわけではなかった。“AtaVacationExercise”において、彼はギリ
シア・ローマ古典にあらわれる異教の神々が叙事詩にふさわしい神々であ
り、「王や王妃や古代の英雄」（lKingsandQueensandHero・soId：1．47）が
9I
叙事詩の主題としてふさわしいものとみなしていたからである。
ミルトンに先立つ16世紀のヨーロッパは叙事詩の世紀であったと言える。
湘
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16世紀のヨーロッパが生んだ大叙事詩人の中で、とりわけミルトンに影響
を与えたのはイタリアのアリオスト（1474－1533）やタッソ（1544－95）、ジ
ヨシュア・シルヴェスター（1536－1618）の英訳により英語世界に広く知れ
渡ったフランスのデュ・パルタス（1544－90）、そしてイングランドの叙事
101
詩人としてエドマンド・スペンサー（1552－99）などである。これらの詩
人たちも、古代のホメロス、ウェルギリウス、中世のダンテ、ペトラルカ
と並びミルトンに影響を及ぼしているのである。
うた
言うまでもなく、回民の精神を謳い上げる叙事詩においては、その国民、
民族を代表する人物を通じて、その国民、民族の栄光を誉めたたえること
いにしえ
であった。当初、ミルトンは、古のギリシア人、ローマ人、イタリア人、
ヘブライ人たちのように、祖国英国のための叙事詩を母国語で書くことを
計画した。しかも、その英雄は、英国王もしくはサクソン王であろうとい
H、
う考えを抱いていた。
12I
さらに、『教会統治の理由』（mn肋間酌がα料dG仙刑胱吼1642）におい
て、ミルトンは「ノルマン人による征服以前の国王か騎士のなかで、だれ
13I
を選んでキリスト教的英雄の型の範例とすべきか、という問題」に直面し
ていたことを告白している。
14I
しかし、実際には、ミルトンは英語で叙事詩を書くという目標は達成し
たが、イングランドについては書かなかった。それはレナードが指摘する
ように、「アーサーは、真蟄なものを求める高邁な叙事詩にとってはあま
りに伝説上の英雄であったし、英国史はあまりに狭い主竜であった。『こ
の英国の島々をわが世界として満足する』という彼の主張にもかかわらず、
ミルトンはヨーロッパ文化人であった。ヨーロッパ文化人にとって、英国
もしくはサクソンについての主題はあまりに地方的（provincial）なものに
思えたのであろう。彼はまた、アーサー王物語を断念する政治的理由もあ
ったに違いない。国家的叙事詩は伝統的に君主制的であり、アーサー王に
ついての叙事詩は不可避的にそのようなものになるので、1642年のピュー
15I
リタン革命勃発後、アーサー王を主人公にする考えは消えたのである」。
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ミルトンがアーサー王物語のような国家的叙事詩ではなく、聖書に題材
を求める叙事詩『失楽園』を書く「時機」が到来するまでには、なおしば
らくの「時」を必要としなければならなかった。そこで私たちもまた、こ
こで、叙事詩r失楽園』執筆に至るまでのミルトンの生涯と時代的背景を
振り返ってみたい。
ミルトンの生涯と時代的背景
ミルトンは1608年12月9日にロンドンのセントポール大聖堂の東側に近
いブレッド・ストリート（BreadStreet）に生まれた。そこで父ジョン・ミ
161
ルトンが公証人（scrivener）を営んでいた。父ジョンはその父リチャード
の信ずるローマ・カトリックに反対してプロテスタントに改宗したため廃
嫡の身となり、先祖代々の地であったオックスフォードシヤーを離れざる
を得なくなり、ロンドンに上り、苦労して独力で公証人として成功を収め
た人物であった。このような父ジョンのもとに、ミルトンは子供の頃から
古典文学研究に励み、聖ポール学院（St．PaursSchool）での学びに加え、
数人の家庭教師に囲まれ学問の基礎を身につけていったのである。ミルト
ンは11歳で聖ポール学院に入学したのであるが、それはメイフラワー号が
清教徒の一回をのせて新大陸へ向かった1620年の年であった。
ミルトンは自らの生い立ちについて語っている中で－
リペラル・アーいノ
……父の意向によりわたくLは幼少のころから人文学、自由人の学芸
にはげむこととなったのでありますが、わたくしの学問にたいする欲求は
飽くことを知らず、十二歳のころからは書斎を離れて床につくのはほとん
どいつも真夜中すぎでありました。これがまず、わたくしの視力を損なう
たち
第一の原因となったのでありますが、もともと巨の弱い性質であったため
に、たびたび頭痛に襲われたものであります。しかし、このような困難に
もめげず、わたくしはただひとすじに知識を吸収しようと突き進んでいき
ましたために、とうとう父のはからいで、通常の文法学校での教育とはま
た別に、家庭にも教師を招き、毎日、教育を受けることになったのであり
ました。このようにして、わたくLが多くの言語に楕通し、哲学の甘き臭
さ浮
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をじっくりと味わったのち、父はわたくLをわが国の二つの大学のうちの
ひとつ、ケンブリッジに入学させたのであります。そこで七年間、わたく
Lは廉直の人びとすべてに認められ、不名誉
???
クム
な規律と人文学にひたすら精進し、文字通り「称賛
17つ
???? ?? ?っ?? 緑に、伝統的
（cumlaude）」
とともに［優等で］修士号を獲得したのであります。
と語っている。このミルトン自身の自叙伝的なことばについては色々と詩
論があるが、バンフードが言うように、私たちはそれを文字通りにとって
1の
よいであろうと思われる。ここで言及されているように、ミルトン家に家
庭教師の一人として招かれ、ミルトンの教育に当たったのはスコットラン
コ91
ド人のトマス・ヤング（ThomasYoung㍉L1587－Nov．1655）であった。ヤング
はのち　〈smectymnuus〉　という共同筆名で主教制度を攻撃した五人の長老
派の学者のうちの一人で若きミルトンの人格形成に深い足跡を残した人物
であった。ヤングがどのような経緯でミルトン家に家庭教師として招かれ
るようになったのか、またその後のミルトンとのかかわりについて、新井
明氏は次のように語る。
ミルトンの生まれ育ったブレッド街にはリチャード・ストック（1569こ
ろ－1626）の主宰する教会があり、ミルトン家はこのピューリタン牧師と親
しかった。ストックは、長老派の傑出した指導者ウイリアム・パーキンズ
（1558－1602）の全盛時代のケンブリッジ大学で教育をうけた人物である。
父親のミルトンは幼い息子に有能な家庭教師をつけたが、その青年教師を
紹介したのは、おそらくこのストックであった。トマス・ヤングが幼いミ
ルトンの教育にあたったのは、ミルトンが1620年ころに聖ポール学校に入
学する、かれの10歳前後までの数年間のことである。ヤングは、のちにケ
ンブリッジ大学のジーザス・カレッジの学寮長に推されるほどの人物である
し、また神学者リチャード・バックスター（1615－91）が、「学問、判断力、
信仰、またその謙虚さにおいて卓越した人物J　とまで辞した人柄だけあっ
て、ミルトンに及ぼした影響は深かった。ミルトンはその後も、この長老
派のスコットランド入学者に私淑し、この師から文芸にたいする愛と改革
派プロテスタンティズムのエートスとを学んだ。若きミルトンの人格形成
にあずかった人物は他にもあるが、トマス・ヤングはなかでも最重要の人
格である。ミルトンは「わが魂の半分以上の存在」と呼んだこの師に、
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1628年の夏にも、思慕にみちた書簡を送っている。
1628年というと、先述したように、「何かもっと厳粛な主題」ぐsome
graYerSubject’）について書くであろうと、19歳のミルトンが、ケンブリッ
ジ大学のChrist’sCollegeに提出した英詩“AtaVacationExerciseinthe
Co11ege”の中で叙事詩を描く野心を表明した年である。若き日のこのよう
な恵まれた出会いが、ミルトンの人格形成に深くかつ強い影響を与え、後
年ミルトンが偉大な叙事詩を生み出す欠くべからざる備えとなったことは
確実であろう。
1632年ケンブリッジ大学の修士を優秀な成績で出たにもかかわらず、英
国国教会の高位聖職者支配体制の強まる中、長老派の聖職者への道は容易
2H
ではなく、〈教会から追われた（Church－Outed）〉思いを持ちつつミルトン
の修行時代が始まった。ロンドン郊外のハマースミス（Hammersmith，
1632－35）とバッキンガムシヤーのホートン（Horton．1635－38）の父親の別
荘に移り住み、ギリシア・ローマの作家の研究に打ち込む中、将来、聖職
者ではなく、叙事詩人として立ちたいという決意が次第に固まっていった
221
と思われる。
ここでは、幼少時から恵まれた家庭環境の中でのかなり長い期間、古典
文学研究に励み、教養を積み、ルネサンスのヒューマニズムの系譜につな
がる人間形成をなし、聖職者として献身させたいという両親の意図に従っ
23）
てきたミルトン自身にとって一大方向転換といえる。
F教会統治の理由』の中でミルトンみずから聖職者への道を選び取るべ
きではないと語っている。
しかしいまは人となり、暴政が教会を侵している現状がわかってみれば、
聖職につかんとするものは奴隷となり、奴隷としての誓約をたてねばなら
ないということは、その誓約が腐りはてたる良心をもって誓ったものであ
るならばいざ知らず、さもなければただちに偽誓するはめになるか、ある
いは自らの信仰を折るかという岐路に立たされるわけであります。宣教と
いう聖なる職務も、隷従と偽誓で手に入れねばならぬものであるとするな
銅
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らば、わたくLはむしろ汚れなき沈黙を選ぶことをよしとするものであり
241
ます。
かくして大主教ロード（Laud．WiuiaTn，1573－1645．BishopofLondon．1628．
え5）
ArchbishopofCanterbury．1633）の下、一連の清教徒に対する弾圧という当
時の英回国教会を取り巻く状況や二十年に及ぶ長い革命の時代を迎え、ミ
ルトンもまたその革命に関わる身となるのであるが、その前に、ミルトン
は父の好意により、1638年の5月ころ、フランスおよびイタリアなどへの
26I
十数ヶ月に及ぶGrandTourに旅だった。この旅行は、文筆をもって立と
うとする若者がなす修行の仕上げの意図を持つと同時に、ミルトン個人に
とって前年の1637年8月のケンブリッジのChristlsCollege時代の学友エ
2の
ドワード・キング（EdwardKi叩）の死と、その四ケ月前の同年4月の愛
する母の死は、彼の心に深い悲しみをもたらした出来事であり、心を癒す
2の
意味合いも込められた旅であった。
29つ
巧か血ふ棚通はミルトンの大陸旅行を詳述する。一年あまりにおよぶ
文芸の中心地イタリアを中心とするこの大陸への旅行中のさまざまな出会
いは、詩人ミルトンの形成に大きな足跡を残したことは間違いない。その
中でも特筆すべきものを挙げれば、パリではラテン語の悲劇「追放されし
アダム（A血椚〃Jg血，Tragoedia．1601）」の著者であり彼自身が会うことを
熱望していた近世国際法の父ヒューゴ・グロティウス（HugoGrotius，
30I
1583－1645）、フィレンツェで友好的交わりを結んだダッティ（Datl，Carlo
3H
Roberto，1619－75）をはじめとする知識人たちとの出会いがあり、さらにナ
ポリでは『ェルサレムの解放（仇撒面相肋イ誰m亙1575）』の著者である叙
321
事詩人タッソ（Tasso，Torquato）の庇護者であったマンソウ（MansoJohn
33I
Baptista．1560－1640）の知遇をうけたのである。
さて、一年三ケ月におよぶ大陸旅行も故国英国の政情不安の知らせによ
り、シシリー鳥とギリシアの土を踏む残りの計画を断念して、ジュネーヴ
を経、フランスを抜け帰国の途についたのであるが、ジュネーヴで悲しい
95
知らせを受け取らなければならなかった。それはミルトンの聖ポール学院
時代以来の竹馬の友チャー）レズ・デイオダティ（Diodati．Chartes，1609－Aug．
34I
1638）の死であった。この悲しい報せをミルトンはチャールズの叔父であ
35I
るジョバンニ・デイオダティ（Diodati，JeanlGiovanniI，1576－1649）から受け
取ったのである。ジョパンニ・デイオダティはその時代の学識豊かな神学
教授で、イタリア語訳聖書（1607年以前）、フランス語訳聖書（1644年）の
翻訳をなした人物である。ミルトンは親友の突然の死を悼んで帰国後、牧
歌調悲歌（pastoralele邸）のラテン詩『ダモンの墓碑銘』（勧坤肱椚肋間－
たわ．1640）を書き上げているのである。そこにおいて彼はアーサー王伝説
に基づく叙事詩執筆計画を告げている。
1639年夏帰国してみると、イングランドはスコットランドとの戦争状態
に突入していた。それはチャールズ一世がイングランドの国教会の所持書
と儀式とをスコットランドに押しつけようとしたこと（37年）に端を発し
て両国関係が険悪になり、スコットランドは「契約」を作成し徴兵しイン
グランドに対抗し（38年）、他方、ストラッフォード伯（EarlorStrarrord，
SirThomasWentworth，1593－1641）が国王の政治顧問となり（39年）、第一
次主教戦争（FirstBishops’War；WarwithSeotland）（同年5月－6月）が勃
発した直後であった。
帰国後のそのような落ち着かない状況の中にあっても、ミルトンはロン
361
ドンに居を定め、中断していた学問研究をなしつつそこで私塾を始め、姉
37I
の子、甥のEdwardとJohnPhiuipsらを含め教育に従事したのである。
翌40年の4月－5月にかけての短期議会（ShortParliament）、同年8月
－10月の第二次主教戦争（SeeondBishopsIWar）、同年11月3日長期議会
（LongParliament）が召集され（一1660年）、大主教ロードおよびストラッフ
ォード伯が弾劾され、彼らの私権剥奪を可決し（BilloEAttainder）、12月
「根絶請願（RootandBranchBill）」を議会に提出、主教制度の廃止を求め
た。さらに、41年5月ストラッフォード伯処刑、7月星室庁（Star
Chamber）および高等宗教裁判所（HighCommission）など宮廷派の支配す
96
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る諸機関を廃止した。
ミルトンはピューリタン革命の内戦において武器をもって戦うことはし
なかったが、彼は1640年代および1650年代を通じ、英国国教会の主教たち
による教会政治に反対し、長老主義の主張を力説する反主教制度について
五編の論文をもって論陣を張り文筆をもって戦った。すなわち、41年5月
『イングランド宗教改革論』、同年の6月か7月『主教制度論』、7月ころ
『スメクティムニューアスにたいする抗議者の弁明への批判』、42年1月一
2月　F教会統治の理由』、4月ころ『スメクティムニューアス弁明』など
である。これらの論文を矢継ぎ早に発表していく中で、1642年8月から第
一次内戦が始まり、それが1646年まで続くのであったが、そのような中に
あっても彼本来の使命である詩の創作については片時も忘れることはなか
った。彼が詩の創作をあえて中断してまで危機に陥っている国家と教会と
福音のために身を危険にさらしている多くの同信の者たちのために全身全
霊を傾けて文筆をもって戦うために立ち上がらざるを得なかったのは自ら
3の
選び取ったというよりは。神の意志であり、命令であった。
33歳であった1642年夏のはじめ、ミルトンは、自分の年齢の半分ぐらい
の夫人メアリー・パウエルと結婚した。この結婚は不幸なものでメアリー
はたった数週間後実家に戻った。彼女は1645年までミルトンと和解しなか
ったが、1643年から45年の間に、ミルトンは離婚を弁護する四本の小論文
を出版した。彼は大胆にもそのうち三本を主教たちに反対するかつての仲
間たちである長老派によって占められていた議会に向けて書いたので、議
会は憤慨し、1643年6月にミルトンのような小論文の発表の機先を制する
3の
目的で事前出版検閲制度を導入した。
『アレオパジテイカ』（有明晦西崎1644）において、ミルトンはこの新し
い制度を撤回するよう議会に働きかけたが功を奏さなかった。彼は長老主
義に幻滅した。1648年までには議会は革命に勝利していたが、長老主義者
たちは王を裁判にかけたり、処刑したりすることを望まなかったからであ
る。それゆえ、勝利を収めた軍隊は、議会を粛清し、チャールズ一世は
97
1649年1月30日、首をはねられた。この出来事は、ほぼ全英国民にショッ
クを与え、仝ヨーロッパを震え上がらせた。しかし、ミルトンはそのこと
を是認し、『国王と為政者の在任権』（m㍉侮肌㌣‖絢が都れ帆か血血．
1649）において自分たちの王を退位させる権利を擁護した。一ケ月後、被
は、共和政府のラテン語秘書官に任じられた。この立場を用いて彼は、英
4の
語とラテン語で英国共和制の弁護をし、ヨーロッパ中の名声を勝ち得た。
このような国内政敵こ関わったミルトンは、前にも述べた通り、1640年
代50年代を通じて、彼の詩制作を捨てたわけではなかった。評論家たちは、
しばしばなぜ彼がこの時期もっと多くの詩を書かなかったのかと訝るので
あるが、実は、この時期、彼は詩を書いていたのだと主張する批評家たち
もいる。それらの批評家たちは、『闘技士サムソン』（肋間飢触壷血）と
F楽園の回復』（釣棚如り毎壷涼）－この両作品の著作年代は『失楽園』
の後に来ると普通考えられているが－の一方か、もしくは両方が実際こ
の時期に属すると主張する。また、ミルトンが1652年に完全に両眼失明を
した後に初めて取り除かれた精神的思考途絶を患っていたと推量する批評
家もいるのである。しかしレナードが言うように、ミルトンが政治的小論
文のほうにより緊急な必要を認め、彼の詩的野心を延期したということが、
41つ
最もありそうなことと思われる。
個人的な危機がミルトンに訪れた。彼の最初の妾がミルトンの失明数週
間後の52年5月の出産後亡くなり、彼の長男ジョンがその6週間後亡くな
った。56年ミルトンは二番目の妻キャサリン・ウッドコックと結婚をし、
彼は彼女をこよなく愛したが58年2月死別。そして、二人のあいだに生ま
れた生後五ケ月の娘も母親を追うように間もなく世を去ったのである。63
年ミルトンは三番目の妻エリザベス・ミンシャルと結婚したが、彼の最初
の妾メアリー・パウエルとの間に生まれた三人の生き残った娘たちとの間
に問題が生じた。
そのような家庭環境の激変の中で、ミルトン58歳の67年4月27日の日付
で、几胴成〝ム畑の初版（十巻本）が出版された。匹l年後の71年には『闘
9∂
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技士サムソン』および『楽園の回復」が、73年、短編詩の改訂版がそれぞ
れ出版。A肌戒∬ん畑初版本出版後七年後、第二章で詳述するとおり、Pか
m血相ん融の初版本の七巻日と十巻目がそれぞれ二つに分割され、十二巻
目の冒頭に新たにつなぎの五行が付加され十二巻本に形を改められ『楽園
42I
の喪失』第二版が74年7月6日の日付で出版された。そして四ケ月後の同
43）
年11月、彼は、バンヒル・フィールズの家で逝去したのである。
創作日的
次に八m壷錐ん融の創作冨的である。この間題は本拙論の主題と密接に
関連するものであり、本主題が明らかになるとき、おのずからミルトンの
本叙事詩創作目的も明らかになるであろう。しかしこの問いに関連して、
今、本拙論のこの段階において、少々長い引用であるが、飽棚板ん畑第
一巻の最初の部分に注目しておきたい。何故かと言えば、詩人ミルトンが
Pm血“血第一巻のこの努頭部分において、叙事詩の伝統に倣い、詩神
ムーサに霊感を求める祈り　〈invocation〉　を捧げている中で、本叙事詩創
作の目的が奈辺にあるのかを言い表しているからである。すなわち、自ら
の創造主に対する人類の姶阻の不従順－それほとりもなおさず、私たち
人間すべての不従順を意味するのであるが－つまり堕罪の結果、楽園を
喪失し、死とあらゆる苦しみを招来した人間をやがて‘onegreaterMan．
すなわちキリストが到来し、救済することを詠うからである。
OfMAN‘s firstdisobedience．and the fruit
Ofthatforbidden tree．whose mortaltaste
Brol1ghtdeathintotheWorld，andallourwoe，
WithlossofEden．tillonegreaterMan
Restore us．andregainthebllSSrulseat．
Sing．HeavenlyMuse．thatonthesecrettop
OfOreb．orofSinai，didstinsplre
Thatshepherd whofirsttaughtthechosen seed
Inthebeginninghowtheheavensandearth
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RoseoutofChaos：Or．iESionhill
DeJighttheemore，andSiloa’sbrookthatflowed
FastbytheoraeleofGod，Ithence
lnvokethyaidtomyadventuroussong．
Thatwithnomiddlefllghtintendstosoar
Aboveth．Aonianmount．whileitpursues
Thingsunattemptedyetinproseorrhyme．
AndehieflyThou．OSpirit，thatdostprefer
Beforealltemplesth’uprightheartand pure，
Instructme．for Thou know’st；Thou from the first
Wastpresent．and．wlthmlghtywingsoutspread，
Dove－likesatlstbroodingonthevastAnyss．
Andmad’stitpregnant：Whatin meisdark
lllumine．whatislow ralSeandsupport；
That，tOtheheightofthisgreatargument，
lmayassertEternalProvidence．
AndjustifythewaysofGodtomen．（Lll．lA26）
ひと
人間がはじめて不従順の心を起こし、禁断の
このみ　　　　　　　　　　　　　エデン
果物を味わった結果、われらは楽園を失い、
世に死と、あらゆる苦しみをまねいた。
ひと
だがやがて、並ぶものなく偉いなる人間が
あがな　　さきわい
われらを購い、至福の座を取りもどしてくれる－
あま　ムーサ
うたえ、天つ詩神よ、この出来事を。おん身は
いただき
ホレプ、またシナイとも呼ばれる聖き山の絶頂で、
まあぴと
あの牧人に霊感をあたえ、牧人は、選ばれた
すえ　　　　　　　　　　カオス
子孫に、はじめに天地が混沌のなかから遣られた
てんまつ
顛末を明かした。それとも、シオンの丘や、
みや
神殿のわきをゆくシロアムの流れの方が
み心にかなうならば、そこからおん身を呼びだし、
うた
危険を胃すわが詩のために、助けを乞おう。
この詩は中空の飛翔ではなく、アオニアの
峰を越え、これまで、散文・韻文のわかちなく、
ためされたこともない事柄を扱おうとする。
みや
だからとくに、あらゆる神殿よりも
1〝
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たま
正しく清い心を愛したもうみ霊よ、わたくLを
導きたまえ、全知のかたよ。おん身は
はじめ
太初よりいまし、強きみ翼をひろげ、空漠の
ふち
淵の上に、はとのごとくにうずくまり、
淵をみごもらせたもうた。わたくしのなかの
暗きに光をあて、低きを高め、支えたまえ。
この大いなる主題の高さにふさわしく、
永遠の摂理を擁護し、神の道の正しさを
人びとに明らかにすることができるように。
みずからの創造主に対する人間の始祖の不従順と堕罪－それはとりも
なおきず、私たちすべての人間の不従順と堕罪を意味しているのであるが
あえ
－の結果、楽園の喪失による死と苦しみに喘ぐ全人類を‘onegreater
Man，キリストによる救済と回復というモチーフを高らかに詠うことが
Pdrdぬg上0扉の創作目的であると言えるのである。
もしこのようなミルトンの『失楽園』創作E的が正鵠を得ているとした
ならば、月別滅料J通上以前に書かれた韻文作品および散文著作のほとんど
すべての著作目的が、この几皿滅相ん融の創作目的に収赦するものといっ
ても過言ではないであろう。
韻文作品については、前節の「創作過程」である程度触れたので、ここ
では彼の散文作品の中の『教育論』（44年6月）について少しく言及した
い。『教育論』の中心テーマである学問の目的について語られているとこ
ろで、学問の目的は、神を再び正しく知ることにより、始祖．アダムとイブ
の犯した堕罪を正し、神との正しい関係を取り戻すことであることを明ら
かにしている。この正しい神理解により、（学問の目的は）神を愛し、神に
ならい、真の美徳の心を保持することにより出来るだけ神に近いものとな
り、信仰という天的恵みに結ばれ、最高の完全を形成することである、と
次のように述べ、ここでも、人類の始祖たちの堕罪とそれからの回復のプ
ロセスこそが教育の目的であると定義づけている－
101
TheendthenofLearningistorepairtherulneSOfourfirstParentsbyreL
gainlngtOknowGodarlght，andoutofthatknowledgetolovehim．toimitate
him．to belike him．as we may the neerest by possesslngOur SOulS of true
Virtue．whichbeingunitedtotheheavenlygraceoffaithmakesupthehighL
46）
estperfeetlOn．
それから学閥の目的は、神を再び正しく知ることができるようになって、
わたしたちの最初の親が犯した堕罪を回復することである。その知識によ
って、神を愛し神にならい、できうるかぎり神に近いものとなるた捌こ、
わたしたちの魂に真の美徳を有せしめて、それが信仰という天からの恵み
471
と結合して最高の完全を形成することである。
この『教育論』においても確言されている、人類の堕罪とそれからの回
復という九m成〃ム雨の基本モチーフは、彼の作品すべてに響いている、
いわば通奏低音であると言ってよいのである。否、表現を変えれば、この
人間の根源的罪の桂桔からの救済というテーマは、彼の全作品が、いわば
奔流となって実際上、彼の生涯最後の畢生の大作となったP頼通おム融十
媚）
二巻本に流れ込む主題であるといってよいのである。
このことは、彼が言葉をもって紡ぎ出した韻文、散文作品だけではなく、
れ皿振ム融創作に至るまでのミルトンの生涯－とりわけ、大陸旅行か
ら帰国した年から始まる、宗教、言論の自由と共和制のために戦った二十
一年におよぶ疾風怒涛（SturmundDrang）の時代であった彼の生涯の第二
期（1639－60）も含めて－そのものがAm滅相ム融の創作目的に収赦する
ものであると言ってよいのである。
永遠の摂理を擁護し、神の道の正しさを
人びとに明らかにすることができるように。（I．25－26）
几冊ゐれb鋪冒頭でその創作目的としてミルトン自身が明言している主
題は、かくして、ミルトンの作品を通し、また生涯の生き棟を通し、ミル
トンが追い求め、さらにミルトンが語りかけ、証ししようとした主題であ
り、またすべての人間の歴史を通して変わることのない主題なのである。
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神によって造られた人間が造り主なる神に対し不従順の心をいだいた結果、
楽国を失い、世に死と苦しみがもたらされるのであるが、並ぶものなきひ
とりの偉大な人間キリストの掛、のみ業により、人間に至福の座を取りも
どしてくれるという神の永遠の摂理を擁護し、神の道の正しさを人びとに
明らかにするために書かれたPm通おム畑の創作目的は、いわばPdr飢血g
L。Jtという作品を越えて、．AdMajoremDeiGloriam’（更に大いなる、神の
栄光のために）というモットーで端的に言い表しうるミルトンの生涯を貫
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く精神と軌を一にするものであると言える。
第二章　几机通〝ム雨の語りの構造
詰りの展開
八m成〟ん畑の語りの構造を明らかにするために、以下に、十二巻本各
巻で語られている概略を述べる。
第一巻
古の叙事詩人ホーマーやヴ7－ジルにならい、詩の主題の提示。人類の
始祖、象徴であるアダムにおける人間の堕罪とキリストによる購い。それ
なしには知恵と憐れみに満ちた摂理の御手により支配された世界における
罪が理解出来ない。ミルトンは、この詩の目的は〈運命〉に相対する永遠
の摂理を擁護し、神の人間への対処の仕方の公正さが明らかにされるよう
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にするためであると断言する。それに続き、ミューズに対する呼び掛け。
古代の詩的伝鰍こならい、霊感を求めてミューズの詩神（Muse）たちに祈
あま　ムー・サ
り訴える。「うたえ、天つ詩碑よ、この出来事を」と。この天の詩神（すな
わち、ウラニア。元来は天文をつかさどるミューズ）は、実は牧人モーセ
に宗教の真理を明らかにしたあの神的霊感であり、また信じるすべての心
に宿る神の霊でもあり、ミルトンの呼びかけは、それゆえ、実際はキリス
ト教徒の祈りでもある。
古代の叙事詩との類似に基づき、人類の堕罪の拠って来たる原因とその
答えである「地獄の蛙」ぐTheinfernalserpent’）の悪意、すなわち高慢や
恩知らずの反逆の由来がここで短くほのめかされ本詩の適正な主題が、大
敗北の混乱から立ち直ったサタンが燃え盛る湖からその頭をもたげた瞬間
川3
に始まる。サタンは周りの恐ろしい光景を見渡し、そばに伏す悪魔の君ベ
ルゼププとこの惨敗のことについて語り合う。サタンは、天の軍勢の三分
の一にもおよぷ地獄に堕ちた失神状態にある天使たちを起こす。今や偶像
の名によって呼ばれ、悪魔となった彼らは目覚め、起立し、彼らの紹介が
なされる。かつてはルシファー（Lucifer）と呼ばれた彼らの首領サタンと
′くンデモニウム
その仲間との会談がサタンの王宮、万魔殿で行なわれる。
第二巻
堕ちた天使たちの会議が始まる。天の奪還のためにもうー戦交えるべき
か否かが議せられるが、第三の提案として神への復讐を目論見、サタンは、
神によって造られた新しい世界に最近遣られた、天使たちに等しいかある
いは天使たちに劣ることのない新しい被遣物である人間を自分たちの仲間
に引き入れることを提案。首領サタンがその役割を引き受け、議場から喝
栄を浴び、地獄の門を通り天国のすぐ下に、金の鎖によってぶら下がる宇
宙を目指す。
第三巷
天の玉座にいます神が、地球へと急ぐサタンを眺めつつ、右手に座せる
御子に、サタンの誘惑に負けて人間が堕落することを預言し、堕再の結果、
死と滅びに定められる人間が救われるためには、人の子として生まれた者
がみずからの死をもって神に反逆した人間の罪と死を償う必要があり、そ
のために犠牲になるものはいないかと神は天使たちに呼びかける。しかし
執成しをするものがだれもあらわれなかった中で、神の御子がみずからを、
価なしで人類の膿いとして差し出す。父なる神は御子の申し出を受け入れ、
御子の受肉を決め、あらゆる名に優って崇められ、讃えられるべきことを
命じ、天使たちはハープに合わせ賛美し、父と子をはめまつる。その間、
サタンは新世界の一番外側の宇宙に達し、さらに新しく造られた世界を目
指す。
第四巷
サタンがエデンに達し、人を誘惑に陥れる計画を立てている楽園に向か
う。楽園において最高の、生命の木のこずえに鵜に姿を変えて座る。楽園
の叙述。アダムとイヴの優れた姿と幸福な様子を見て驚くが、かれらを堕
とそうと決意する。ふたりの会話を盗み聞きして、知識の木の実を食べれ
ば死刑にする、と禁ぜられていることを知る。それをもとにふたりが罪を
犯すべく誘惑する計画を立てる。
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第五巻
朝、イヴはアダムに禁断の木の実を、誘惑を受けて食べてしまうという
様な夢の話をする。アダムはイヴを慰め励まし、ふたりで朝の祈りを捧げ
平安を得て朝の農作業をなす。神の意をうけ楽園に遣わされた天使ラフア
ェルをふたりは歓待する。ラフアエルはふたりに今ある幸せは神のお蔭で
あり、この幸せが続くか否かは、ただ従順次第である。ところが父なる神
が、御自身が生み、かつ油注いだひとり子を一同の頭に任じたため、天国
において背きと不従順が生じ、地獄へ堕とされた天使たちのこと、またか
れらの首領サタンの正体について教えられる。
第六巻
ラフアエルは、ミカエルとガプリエルがサタンと反逆の天使たちを相手
に戦うために遣わされたことを告げる。天上での三日戦争。三日目に御子
が出陣し、サタンとその手の者たちを一気に地紋へ追い落とし父なる神の
もとに凱旋する。
第七巷
ラフアユルはアダムの求めにより、この世界がどういうふうにして、ま
た何のために遣られたのかを物語る。すなわち神は堕ちた天使たちのあと
を埋めるべく新しい世界とそこに住む生きものを創造することを喜びとし
て、神の御子により六日間で天地の創造と人間の創造をなしたこと、天使
たちがこの創造のみ業と御子の天への帰還を賛美し祝うことを語る。
第八巻
アダムがラフアエルに対して、彼自身、創造以来記憶していること、す
なわち楽園に置かれたこと、イヴとの出会い、結婚の喜びなどを語り、イ
ヴに心惹かれる思いを吐露する。ラフアエルは神への愛をイヴへの愛に優
先すべきことを訓戒し、天国に去っていく。
第九巻
ァダムとイヴは、臥仕事に出るがイヴは分かれて働くことを提案する。
蛇に姿をやつしたサタンがひとりでいるイヴに巧みに近づき、すべての被
造物に優って美しい、と言ってイヴを褒めちぎる。言葉巧みに禁断の知識
の果実を食べると賢くなると誘惑し、イヴにその果実を食べさせる。賛制
の果実を食べてしまった後でみずからの死を予感したイヴは、アダムにも
その実を食べさせて、同じ道を歩ませようとしてその実を持ってくる。イ
ヴがその実を食べてしまったことを聞きアダムははじめ果然自失するが、
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妾への愛情からその実を食べる。その結果、ふたりは淫らな肉欲に煽られ、
また自分たちの裸形を惨めと感じ、いちじくの柔を縫い合わせ腰にまとい、
原罪の原因を互いになすりつけ非難し合う。
第十巻
人間の罪が知られ、守護天使たちは楽園を去って天に帰還する。神はサ
タン侵入の責任は守護天使たちの力に余ることとし彼らの責任ではないこ
とを認める。犯行を裁くために神は御子を派遣。御子は園において宣告を
へび、イヴ、アダムに下すが、憐憫の思いからふたりに着物を与え、天に
帰る。
一方、地獄門に座していたく罪〉　と　く死）は人間の住むところへ行く。
地球に入ろうとしているところで、人間を堕しめることに成功し意気揚々
として地獄に戻ろうとするサタンと出会い、互いに祝福しあう。サタンは
万魔殿に着き、大聴衆を前にみずからの手柄を語るが、喝宋どころかシ
ューというもの凄い罠声と共にもの凄い姿が現出。突然、神に反逆したサ
タンの仲間たちはサタンと共に、骨蛇に変身させられたのである。神は御
子が最終的に〈罪〉　と　く死〉に打ち勝ち、万物の更新の時が来ることを予
言する。
アダムは自分の堕落の状態の深刻さを徐々にさとり嘆き、イヴの慰めを
はねつけののしるが、イヴはかれを慰め続けて、ついにかれをなだめる。
イヴは自分たちの子孫に降りかかるのろいの死を回避するために、子をも
たないでいようとか、自殺という手段も止むを得ないのではないか、と提
案する。アダムはそれらの提案を斥ける。やがてふたりはお互いにみずか
らの罪を認めて許し合い、悔いた心をもって神のみ前にひれ伏し、心へり
くだりおのが罪を告白し、神の放しを請う。
第十一巻
神の御子は、悔い改めるふたりの祈りを父なる神にささげとりなす。神
は放しを与えるが、彼らはこれ以上楽園にとどまってはならないと宣告す
る。さらに将来イヴの末裔からメシアが誕生し、蛇、すなわち罪と死に打
ち勝つという約束を伝え、心安らかにふたりが楽園を離れることが出来る
ようにと、神は天使ミカエルを遣わす。天使ミカエルはノアの洪水までの
人間の未来の歴史を幻影をもって見せる。
第十二巻
天使ミカエルは、バベルの塔、ユーフラテス河のかなたの偶像崇拝の族
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の中で育ったアプラハムを召し出し、行く先を知らない彼を受け継ぐべき
地へと導き、彼から力ある選びの民イスラエルを興し祝福し、イサク、ヤ
コブ、イスラエルの十二氏族の阻となるヤコブの子ら、エジプトにおける
ヤコブの十一番目の子ヨセフの勲功、ヤコブとその子らのエジプト行き、
アロンとモーセによってエジプトで奴隷状態でいる神の民が出エジプト、
ヨシュア、士師、さらに王制時代に入ってダビデ－ダビデの王統からひ
とりの子キリストが起こる－、ソロモン、その後、悪しき王たちが多く
輩出し、偶像礼拝や他の過ちにより神を怒らせ七十年のバビロン捕囚と帰
還、神殿再建、祭司間の紛争等のすえローマの属領となり、救世主の受肉、
死、復活、昇天、再臨までの教会の姿。このような物語と約束にアダムは
大いに満足し、また慰められ、アダムとイヴは楽園を去っていく。
以上の梗概をまとめるなら、ミルトンは、叙事詩の語りの手法を駆使し、
彼のP。用瓜Ⅳム融の主題である入組の堕罪の物語を、時系列のプロットの
展開による順序ではなく、サタンが、天上での大敗北を喫して、その仲間
もろ共、奈落の底の燃え盛る湖に落とされ、しばし失神状薫別二あるが、や
がて目覚めて、その頭をもたげる場面から第一巻を始めるという叙事詩の
語り特有の構造によってAm成∬ム畑の主題を展開している。それは読み
手の関心ないし興味を引き起こすのに充分な叙事詩の展開構成であると言
えよう。
第一巻と第二巻における地獄に落とされたサタンとその仲間の動静に対
し、第三巻において、ようやく天上における神と御子が登場する。サタン
が人間を堕落させることに成功することを予言し、御子がつぐないのため
その身を差し出す。サタンの楽園侵入（第四巻）と、第五巻から第八巻ま
でに、それを知らせに天使ラフアエルがアダムとイヴのところにやってき
て、悪が天上で生まれた経緯（第五巻）と天上における三日戦争と御子の
出陣、反逆天使たちの地獄落ち（第六巻）、さらに天上から落ちた反逆天
使たちのあとを埋めるべく神の新しい創造の決意と天地創造、人間の創造
等々についてラフアエルは語り（第七巻）、次にアダムが自らの誕生以来
の出来事、とりわけイヴとの出会いと結婚のことを語るが、ラフアエルは、
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何よりも神を愛し、従うことを忠告し天上に戻る（第八巻）。第九巻にお
いて蛇に姿をやつしたサタンのイヴへの誘惑、さらにアダムが誘惑に負け、
禁じられた知恵の果実を食べる（人姐の堕落と原罪の成就）。第十巻におい
て、人間の罪が知らされる。自分たちの裸形の姿を隠す。イノセントでな
い孜が身に二人は気づき、神の審判が下る。二人は一時、自分の堕落を相
手のせいにして罵り合うが、最後には仲直りをし、悔い改め、神に放しを
求める（第十巻）。
悔い改める二人の祈りと御子の父なる神へのとりなしによる神の赦し。
しかし二人の楽園追放宣告と楽園からの退去を執行すべく天使ミカエルが
遣わされる。ミカエルは二人の追放前に、イヴの末裔から救世主が誕生し、
蛇を打ち砕くことの約束を語り、ノアの洪水までの人間の未来を見せ（第
十一巻）、最終巻では、バベルの塔、族長アプラハムとその子イサクと、
さらにイサクの子のヤコブから生まれた十二人の子ら、特にエジプトにお
けるヨセフの功績、モーセの出エジプト、ダビデ王、バビロン捕因、ロー
マの支配に至るユダヤ人の物語と、救世主の誕生の約束、すなわち、キリ
ストの受肉、死、復活、昇天、再臨までの教会の姿を語る。このような物
語と約束に満足し、元気づけられ、ついにはアダムとイヴは楽園を去って
いく（第十二巻）。
十巻本から十二巻本への組み換えの意味
さて、ここでAm成Ⅳム融の語りの構造を明らかにするために、初版
（1667年）全十巻本から改訂版（1674年）仝十二巻本への組み換えの意味を
考えてみたい。
Pぼ和みどム融の創作過程の最後の段階でミルトンはいったん者飾加旋LL融
の初版十巻本を出版したが、七年後、さらにそれを十二巻本に組み換えた。
つまり初版の第七巻を改訂版では第七巻と第八巻に分け、初版第十巻を第
十一巻と第十二巻に分割した。実は、この分割・増巻はその創作日的、つ
まりミルトンのヴィジョンの発展と大いに関係するのである。山形和美教
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授はこのことに注目し、「この分割・増巻により変更・付加された字句、
行はあるにはあるが、作品全体の読みにほとんど影響を与えるものではな
5り
い」と述べ、しかし「作品の構造論的解釈にこの間題が決定的な関係を持
っている」と指摘する。すなわち「十巻の区切りと十二巻の区切りの差異
を指標とすることによって十二巻本の読み方の方向が新たに設定されると
いうことである。このように、改訂の問題は作品全体の構造の意味への問
52I
いを読者につきつけてくる重要な問題である」と指摘し、パーカーの読み
方（“structuralPatternin飽rdゐどエoJ／．“1965）に基づき初版1667年版と改訂
5の
1674年版との比較を試み、次のように図示する－
1667年版
（（：）
1：
・・・（霊への呼びかけ）…
・…・（霊への呼びかけ）…
1674年版
（：））
：）
（詩の中心）
（詩の中心）
・・…（豊への呼びかけ）…
…・・（霊への呼びかけ）…
?????
一幕
二幕
三幕　二楽章
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これはP加成瀬ん雨解釈において極めて重要な指摘であるので、更に、
山形教授の論文を引用する－
「ミルトンが依拠した手本のひとつであるウェルギリウスの十二巻の区切
りは－
（1）六巻（さすらい）＋六巻（戦争と定位）
（2）四巻ずつが構成するムーヴメント×3
（3）二巻ずつが構成する六グループ
というように区分けの読み方が三つ考えられる。ミルトンの場合だと、初
版十巻は二巻ごとに一幕を構成して、全部で五幕となり、一一二幕が第一
部、四一五幕が第二部で、その第一部と第二部の間に三幕がはさまれて三
幕の五巻と六巻との間に全十巻の中心が来る。改訂版十二巻を二巻ずつ六
グループに分けてみると、問題になるのは、初版の七巻が改訂版では七巻
と八巻になり、初版の八巻に対応するのが改訂版の九巻であり、改訂版で
はこの九巻（初版の八巻）は初版の七巻から分かれて、初版の九巻（改訂
版の十巻）と組になり、さらに、初版十巻では十一巻と十二巻に分かれて
粗をなすといういくつかの変化である。これらの区切りの変化によっても
たらせられる語られるエピーソードの分離と結合を整理してみると－
初版　　　　　　　　　　　　改訂版
七可
創造………………………七巻
忠告・・…・　　　　・・・リ＼巻
創造で始まり
忠告で終わる
八巻　人祖の堕落……　　……九巻　人祖の堕落で始まり
九巻　悔改め……　　　・…・十巻　悔改めで終わる
十可
人間の悲惨の図……・…・十一巻
ミカエルの預言…・・……十二巻
人間の悲惨の図で始まり
ミカエルの預言で終わる
とくに注意すべきところは、改訂版では、堕落→悔改め、悲惨→メシア到
来の預言といったように、ヴィジョンが上向きになっていることであって、
このようなベクトルは、私たちがすでに文構造のパターンの実例によって
54I
確かめたベクトルに対応していることが、すぐに分かるだろう。
サタニストたちがこのような初版と改訂版の比較を怠っていたことが彼
らのサタニズムの原因であると言ったのはパーカーだが、彼のこの批判は、
例えばウィリアムズの反サタニズム（‘‘lntroductlOntO細り海蝕日加即す
♪血ル餌伽．”1940）と同じほどに、あるいはそれ以上に説得力があると、
11（7
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私は思うのである」。
と、山形教授は、パーカーの構造論的読み方を私たちに紹介し、その重要
性を指摘した論文を次の結語をもって閉じる。
「以上『失楽園』の構造論的解釈を試みるにあたって、文構造のパターン
（語順の脱臼現象）から始めて、各巻が語られるエピソードのシクエンスを
押さえて十二巻の構造のパターンを確かめ、文構造のパターンと十二巻の
構造のパターンのアナロギアを読み取り、そのアナロギアの原動因として
語り手が負わされた権能を重視しながら考察を簡単に、試論的に行なって
みた。この種の視野は技術論的に見えるかもしれないが、それはいきなり
護教諭へ赴くよりは文学批評の正道を歩むものであって、これによって詩
としてのヴィジョンを捉えることができるのである。そして、キリスト者
としてのミルトンのヴィジョンは結局はこの種の手続きによってしか捉え
561
られないのではないかと、私は思うのである」。
以上の山形教授によるパーカーの構造論的解釈の紹介、説明により、私
たちは、Pぽrぴあどム融の初版十巻本が何ゆえに十二巻本の改訂版に組み替
えられるに至ったのかよく理解できるのである。分割・増巻後の改訂十二
巻本によるプロットの分離・結合により創造で始まり（七巻）忠告で終わ
り（八巻）、人祖の堕落で始まり（九巻）悔改めで終わり（十巻）、人間の
悲惨の図で始まり（十一巻）ミカエルの預言で終わる（十二巷）、というよ
うに、Am成∬ム雨十二巻本は、下から上へ、堕落から救済へと向かう方
向性と救済の力を鮮明に構造化することにより、初版十巻本の欠陥を正し
せんめい
ているのである。以上により者飾融‰hh融全体の構造の意味が開明にされ
るのである。
第三章　者汀の‰Lh融のクロノロジカルな物語
・本章においては、前章との関連で、A几附加J施血戦甲に基づき、几冊一
57I
成Ⅳム畑全体の筋立てを時系列に捉え直してみたい。
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出来事は、父なる神が天上の千万の天使たちを玉座の前に集めたことか
かしら561
ら始まる（V．11．600fr）。父なる神が独り子なる御子を「一同の頭」に任じ
るためであった。
HearallyeAngels．ProgenieofLight．
Thrones．Dominations．Princedoms，Vertues．Powers，
HearmyDeeree，Whichunrevok‘tsha11stand．
Thisdaylhavebegotwhomldeclare
MyoTlelySon，andonthisholy Hill
Himhaveanolnted，Whomyenowbehold
Atmyrighthand：yOurHeadIhim appoint；
AndbymySelfhavesworntohim shallbow
Allkneesln Heav’n．andshallconfesshim Lord：
UnderhisgreatVice一gerentReignabide
United as oneindividual Soule
Foreverhappie；him whodisobeyes
Meedisobeyes，breaksunion，andthatday
CastoutfromGodandblessed vision，falls
Intoutterdarkness．deeplngulft．hisplace
Ordaindwithoutredemption．wlthoutend，（V．lL600－615）
聞け、天使ら、光の子らよ。
宝座、統治、君権、徳能、威力の諸天使よ。
みことのり
かわることなきわが詔勅を開け！
の
きょう、わがひとり子と宣ぷべき子を
こうべ
生んだ。この聖なる山にて、彼の頭に油を
そそいだ。見えようぞ、わが右に座する
かしら
あの子を。かれを一同の頭に任ずる。
天にいるものすべては、彼に膝を屈し、
かれを主と告白するように申しつける。
かれの偉いなる摂政のもと、分かちがたき
ひとつの霊魂のごとくに結ばれて、
とわ
永遠に幸いなれ。彼に響けるものは
わたしに背き、一致を破るもの。かの日には
神と、至福の見神の体験から追われ、
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底なき天外の闇、永遠に償われることの
5の
なきところへと、落ちることになる
この出来事が、それまでは神に仕える天使であったルシファー（Lucifer）
を父なる神への反逆へと駆り立てる。
Ifnotthe firstArch－Angel．greatin Power．
Infavourand praeminence，yetfraught
WithenvieagainSttheSonofGod．thatday
HonourdbyhisgreatFather．and proclaimd
くMesslah）Kinganointed．could notbeare
Throughpridethatsight．and thoughthlmSelfimpaird，
Deepmalicethenceconceivinganddisdain．
Soonasmldnlghtbroughtonthedusklehoure
FriendlleSttOSleepandsilence，heresoIv．d
WithallhisLegionstodislodge．andleave
Unworshipt，unObeydtheThronesupream
Contemptuous．andhisnextsubordinate
Awak‘nlng，thustohiminsecretspake．（V．u．660－672）
あさ　　　　　　　　　ムさ
かれは大天使の長ではなかったが、長の部に
属し、力、恩恵、地位にすぐれながら、この日
おカ
偉いなるおん父にたかめられて、油そそがれた
王メシアと宣べられた神の御子への嫉妬に
か
駆られ、高慢ゆえにその光景に堪えられず、
おのれの存在が傷つけられたと考えた。
かくして深き悪意と侮蔑をいだき、
さよ
小夜ふけて睡眠と静寂のお暗き
時が来るや、かれはみずから率いる
全軍団に命をくだして、野営を去り、
〃み
至高の玉座を蔑してはばからず、
拝せず従うまいと決意をかためてhl
副官を呼び起こし、ひそかに語った－
ルシファーは、陰謀のため自ら率いる軍団を集め、偉大なる王メシアを
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迎える歓待の備えをするといううその口実で、彼が績する北の国へと発っ
た。そして、天上における戦争は三日間続いた。第一日目は、サタン
（Satan）はミカエル（Michael）によって右脇に深傷をおい、彼の軍団は敗
走する。しかし、夜という休戦の間、サタンは彼の仲間に更に強力な武器
（火薬を使った大砲）の補給を約束し鼓舞させる。大砲は、ミカエル率いる
軍団に衝撃を与えたが、ミカエルたちも山々を引き抜き、それらをサタン
の軍団に投げつけて反撃し、戦争は混沌を深めた。それを見ていた全能な
る神は、二日間決着のつかない戦いに終止符を打つことを決意した。三日
目、それまで戦列に加わっていなかった御子が父なる神の戦車に乗り、サ
タンをまっ逆さまに、底なき破滅へと突き落とした。
反逆者たちは、敗けいくさが終わったとき、新世界についての計画を耳
にする。御子は、この反逆によって天上に住む者の三分の一が失われた
（つまりサタンの軍団に身を投じた）ことを繕うために新しい世界を六日間
で創造された。
サタンがその軍団と共に横たわっていた燃え上がる湖から起き上がる前
に、その新しい世界の創造は完成された。
サタンは全体会議を万魔殿で開いた。そこで、新しい世界において天使
たちに等しい、またはたいして劣ることのない生きものが創造されるとい
う天に流布した予言、もしくは伝承の真偽を探るためサタンが、この危険
6H
な探索行に行くことになった。サタンは、〈罪〉　や　〈死〉　や地獄の門を超
えて道を進めていき、く混沌〉　を飛び越えていき、創造された世界の外側
に着いた。サタンのことは、全能の神が知らないわけがなかった。神はサ
タンが人間を堕とすことに成功する、と予言した。このことで、天上の会
議において、神は自ら悪に堕ちた者と誘われて墜ちた者を区別され、人間
はサタンに誘われることによって堕ちることを認め、人間に対する恩恵の
意図が宣言されるが、その後、人間は自分の罪を十分に購いその罰を受け
る者が見つからなければ、人類は死に渡されることを宣言された。神の御
62I
子が神の正義を満たし、人類のための購いとして自らを差し出す。
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その頃サタンは、太陽の統治者ウリエル（Urlel）をだまして人間のすみ
かを聞き出す。サタンは、純潔なアダムとイヴを見る前においても後にお
いても、自分自身に対する多くの疑い、多くの感情、恐怖、嫉妬、落胆に
陥るが、ついに窓に心を定め、そのふたりを堕とそうと決心する。警備し
ている天使がサタンを見つける前に、サタンはアダムとイヴの完璧な結婚
を日にし、イヴに対して夢の中で天使ラフアエルの言うことを開くなと誘
惑する。
五巻から七巻におけるラフアユルの語りが終えた後、アダムが天体の運
行について尋ねると、ラフアユルは不確かな返事をし、もっと知るに債す
るものを求めなさいと勧められる。アダムは、イヴへの強い思いをラフア
エルに注意される。イヴではなく、まず神を愛せよと諌められる。
堕落の巻である九巻は、すべてがすばらしく巧妙にクライマックスに進
んでゆく。運命の日の前夜、サタンは蛇の中に入り込む。次の朝、アダム
とイヴの閏で結婚して初めての意見の違いが起きる。イヴは効率を上げる
ために分かれて仕事をし、お昼に夫に会いたいと言った。こういう状況に
なったのは、イヴはひとりでは、迫っている敵に立ち向かえないという提
案に彼女の自尊心が傷つけられたからであった。
たやす
ひとりでいるイヴに対して蛇は容易くおだてて、禁断の果実の木に導い
てゆき、巧みに、お昼頃でお腹が空いているイヴに、果実を食べることに
よってアダムよりも優れた能力が得られると説得する。イヴはついに、そ
の果実を食べ、アダムにも持ち帰った。アダムはイヴの犯した罪に対して
驚き悲しんだが、イヴと運命を共にすることを決意し、果実を食べた。大
地は再びうめき声をあげる。ふたりは、みだらな視線をお互いに投げかけ、
その日の残りの仕事を考えずに棟になった。その後、恥に包まれ、いちじ
くの木の葉で自分自身を包み、お互いについて大声で非難し合った。
神は裁くために、代理人として御子を罪を犯したふたりに遣わした。創
世記に書いてあるとおり、アダムはイヴを責め、イヴは蛇を責めた。御子
は、それぞれにそれぞれの運命を言い渡されたが、内側も外側も裸の人間
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を哀れに思い、服を与えられた。
〈罪〉　と　く死）が広く開かれた地獄の門を出て、サタンが進んだ広い道
を通って、今では無防備になっている世界に入り込んできた。〈罪〉　と
く死〉　は、帰る途中のサタンと出会い、お互い喜び祝った。地獄でもお祝
いは起きたが、すべての悪魔たちが、突然、蛇に姿が変えられてしまった。
死、獣との肉の戦い、そして完全でない気候が支配している世界はアダ
ムにとって絶望的であった。彼は、彼が待ち望む自身の自然死について考
え、イヴを「蛇」や「曲がった肋骨」と呼んでののしり、天地創造と、ま
だ語られていない来るべき不幸の原因であるが、生殖的に必要である、完
全でない性を後悔した。イヴは泣きながら、アダムの足元の前に自分を投
げ出し許しを乞い、非常に飢えている胃袋を持つく死〉　をだますためにふ
たりは子供を持つまいと提案する。しかし、アダムは賢く、より善い希望
を抱きつつ、ふたりとも悔い改めと祈りに脆くべきであると考える。
御子はふたりを父なる神にとりなしたが、しかしミカエルは彼らを楽園
から追放しに行かなくてはならなかった。ミカエルは、彼らにエデンの園
を出なくてはならないが、神は何処にでもいてくだきると保証する。イヴ
は眠りにつかされ、アダムは未来を見ることを許される。カインによるア
ペルの殺人、さまざまな形による初めての死、広く開けた地で鉄と青銅を
溶かす熔鉱炉で働く者、神の子たちの誘惑、戦争と抑圧、邪悪の世におけ
るただひとりの義人エノク、そしてノアの箱舟。最後の巻も、ミカエルが
洪水後の出来事をアダムに伝える。最初の王ニムロッドとバベルの塔の建
設、アプラハム、モーセ、ダビデと処女マリアより生まれた噴い主であり、
サタンに勝利されるイエス・キリストまでの子孫。しかし最後の審判まで
はキリストの教会は堕落し、世界は一層悪くなる。アダムは楽園を追放さ
けつペつ　いと
れるが天使ミカエルが「この楽園との訣別を厭うことはあるまい。きみの
さち　　　　　　　　　　　　　631
なかに楽園を、はるかに幸多き楽園を、あたえられるだろう」と力づける。
以上、時系列的に配列し直された筋立てを現にある鈍間滅相ム融で物語
られている構成と比較することにより、私たちが前章ですでに検討した通
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りのことが結論として出される。それは、ミルトンが叙事詩特有の語りの
手法を駆使し、彼のP即“短れん融の主題である人祖の堕罪の物語を、時系
列なプロットの展開による順序ではなく、サタンが、天上での大敗北を喫
して、その仲間もろ共、奈落の底の燃え盛る湖に落とされ、しばし失神状
態にあるが、やがて目覚めその頭をもたげる場面から第一巻を始めている
からである。このような叙事詩の語り特有の構造に基づき、者飾融‰Lh融
の主題が展開されることにより、読み手の関心や興味を引き起こすのに充
分な叙事詩の構成が繰り広げられ、最終的に、読み手の心にミルトンが
P。r“‰Lも融十二巻に描こうとした堕罪から救済へと向かう主竜の方向性
をより鮮明に映し出すことを成功させていると言えるのである。
第四章　凡椚前〃ム融に描かれた神
はじめに
この大いなる主題の高さにふさわしく、／永遠の摂理を擁護し、神の道
朗I
の正しさを／人びとに明らかにすることができるように。
ミルトンは鈍間血針山融第一巻の努頭において、死をこの世界にもたら
した禁断の木の果実を味わうことによる人祖の創造主なる神に対する最初
の不従順と楽園の喪失から．onegreaterMan．によりふたたび至福の座を
取りもどしてくれるまでの壮大な叙事詩を歌うことの出来る霊感を求める
詩神ムーサへの祈り（Invocation）の中で本叙事詩の主題を明らかにしたこ
とはすでに述べた－
OF Mans First DISObedienee．and the Fruit
OfthatForbidd’n Tree．whose mortaltast
BroughtDeathintotheWorld．and allourwoe，
WithlossofくEden），tlllonegreaterMan
Restoreus，andregain thebllSSfulSeat，
SingHeav－nlyMuse．…　（日1．1－6）
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この人祖の堕罪と救済という主題を一大叙事詩において歌い上げるのは、
神の永遠の摂理を擁護し、人びとに神の道の正しさを明らかにするためで
ある、と冒頭の旬は結ぶのである－
lmayassertEternalProvidence．
AndjustiflethewayesofGodtomen．（Z，11．25－26）
サタニスト論争
私たちが「ミルトンのr失楽園』に描かれた神」のテーマに接近を試み
るとき、必ずといっていいほど直面しなければならない問題に逢着する。
それはミルトン批評史において絶えず問題になってきた論争点である。つ
まり八m滅相ム雨の主人公がサタンであるのか、それとも神であるのかと
いう点、言い換えれば、サダニストと反サタニストとの間で戦われた論争
65I
である。サタニストたちの説明を待つまでもなく、本拙論においてこれま
で見てきたように、サタンは確かに生き生きと措かれており、しかもれr－
d瓜Ⅳム融の第一・第二巻を通して現れる中心的登場人物は確かにサタン
であり、それは私たち読み手を圧倒する。
新しい研究の地平を目指して
私たちはミルトン没後332年を経た今もなお研究者の間において繰り広
げられ、決着がつかないでいるこのサダニスト・反サタニスト論争に新し
い地平を拓かなければならない。そのためにも本拙論を単なる護教諭に終
らせたくないのである。どのように国難であっても、私たちはミルトン研
究に新しいパースペクテイヴを見出すべく努力する必要がある。ミルトン
の人と作品について、これまでなされてきた極めて膨大な研究の海に一歩
でも足を踏み入れたいと思う。ここ第四章に至ってそのための研究方法論
を本欄論は見出さなければならない。
118
深　山　　祐
「ミルトン研究の第一過程は判断ではなく解釈である」
この点に関して、山形和美教授は「ただはっきりさせておかなければな
らないことは、ミルトンの作家論を構成する諸要素がミルトンの作品論を
極端なまでにあやつっていて、作品論の方向を強引にまで決める傾向があ
661
るということである」と指摘し、「ミルトンの神を嫌うという人々の多く
67I
は、神が嫌いであることを意味するのみである（Manyofthosewhosay
6の
theydlSlikeMiltonlsGodonly meanthattheydislikeGod：・・・・）」というC・
S・ルイスのミルトン弁護論を援用する。そしてこのようなミルトン批評
の陥りがちな陥霧から自由にされるには、バンフォードの言う「ミルトン
研究の第一過程は判断ではなく解釈である（ThefirstprocesslnthestudyoL
6の
Miltonshouldbeinterpretationratherthanjudgment．・”）」を引用しつつ、
「しかしこの過程はまさに　〈第一過程〉　であるのであって、論者の作業は
7の
これで終わるわけではない」と指摘するように、ミルトン研究の先達の助
けを受けつつ、この本拙論においても、何よりも先ずテキストに固著して、
テキストそのものに聞きつつ、与えられたテーマを追求してゆきたい。
さて、八m成館ム融のテキストに目を向けると、先述した通り、第一巻
と第二巻はサタンとその仲間たちのみが登場人物である。
サタンの重唱
第一巻は、サタンと彼につき従う、神に背いた全天使の三分の一を数え
る天使の軍団が、神により天上から大いなる地獄の深遠に落とされ、彼ら
は皆もろとも雷に打たれて美神、燃え盛る湖上に横たわっていたが、やが
て最初に意識を回復したサタンがサタンに次ぐ地位と威厳を持つ天使ベル
ゼブブに声をかけるシーンから始まる。そこは地獄といっても、宇宙の中
心である地球ではなく、混沌（カオス）と呼ばれるにふさわしい天外の暗
闇の一角であった。未だ天と地は造られていなかったからである。サタン
は同じ失神状態にある全軍団を起こし、彼らに向かって、今からでも反撃
して天を奪回する望みがあると言って慰める。しかし、最後に、新しい世
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界と新しい生きものとが、むかしからの預言や天でのうわさどおりに、造
られようとしていることを語る。この預言の真偽を確かめ、それにどう対
処すべきかを決める全体会議がサタンとその仲間の首府、万魔殿において
開かれる。
第二巻、会議が始まり、天を奪還するために一戦交えるべきか否か議せ
られるが、第一巻でサタンが言及した、新しい世界と天使たちに等しいか、
もしくは天使たちと大して劣ることのない新しい生きものとが、創造され
るという天に流布した預言もしくは伝承の真偽を探る旅を首領たるサタン
が引き受け、賞賛と喝朱を博し、会議は終わる。サタンが地獄の門に辿り
着く。その閉じられた門が万人たちの手で開けられ、地獄と天国とのあい
だの　〈混沌（カオス）〉　の淵を通って新世界を目指す。ミルトンが『失楽
園』のテーマとしたところの人祖の〈堕落》　を導いたのはこのサタンであ
り、第一巻・第二巻を通しサタンが登場し活躍する。
神についての間接的な語り
それでは、第一巻・第二巻を通じ、神について何も語られていないのか
と言うと、そうではなく、そこにおいて、私たちは二様の仕方において神
について語られていることを知る－
i）サタンとその仲間たちを通して
ii）語り手の説明を通して
確かに、ジェフ・リドンの指摘を待つまでもなく、最初の二巻において、
神は直接に現れないが、読者は絶えず神の存在と登場人物たちに対する神
711
の及ぼす影響を知るのである。そこでは、登場人物たち－サタンとかれ
の反逆天使たち－は皆自分たちが神の力の犠牲者たちであるとみる。第
二巻の終わりで、私たちはさらにふたりの人物、〈罪（Sin）〉　と　く死
（Death）〉　に出会う。この　〈罪〉　と　く死〉　の存在はまさしく神への反逆の
結果、舞台に登場せざるを得なかった人物である。従って、このように神
に敵対する人物たちのみが登場する中にあって、私たちは神についての偏
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兄のない見方を受け取ることは難しい。むしろ、堕ちた天使たちが神を描
721
くとき、彼ら自身と彼らの本性が逆説的に明らかになってくる。
さらにリドンは、例えば、最初のころの神に対してのサタンの敵対的な
描写は根も葉もない憶測によるものであるとして、第一巻123”4行に
おいて、サタンは、反逆天使たちが敗北を喫したまさしくその時、〈神が
73I
勝ち誇り、喜びに浸りきっそし’、る〉と言う。
（WemaywithmoresuceessfulhoperesoIve
TowagebyforceorguileeternalWarr．
Irreconcileabletoourgrand Foe，）
Whonowtriumphs，aTtdin th‘excessofjoy
SolereigningholdstheTyrannyofHeavln．（I，11，123－4）
勝つ見こみはじゆうぶんにある。実力でもだまし討ちでもかまわぬ。いま
勝ち誇り、
喜びに浸りきって、天の専制を独占する
わしらの大敵を相手に、永遠の戦いを
仕かけるの覚悟が肝要。妥協の道などない。
そして、数行後の148行では〈神が復讐に満ちている〉　とまで述べるサ
75つ
タンの言葉を聴くのである。
IButwhatifheeourConquerour（whomlnow
OfforcebelieveAlmlghty，Sincenoless
ThensuchcouldhaveorepowIrdsuehforeeasotlrS）
Haveleftusthisoursplritandstrengthintire
Stronglytosufferandsupportourpains，】
Thatwemaysosufficehisvengefulire，
10rdohimmlghtlerSerViceashisthralls
ByrightofWarr．whatelrehisbusinessbe，
HereintheheartofHelltoworklnFlre，1（I．11．143－51）
〔わしらを征服したもの、（そいつをいまは
全能と考えざるをえない。全能でなけりゃ
わしらの力を打倒することなどできなかろう。）
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そいつが、わしらの霊と力を損なわずに、わざと
この苦しみを味わわせようとする腹なのか。〕
そうなれば、復昔の怒りをまともに食らい、
〔この逆まく地獄の火のさなかで、あいつは
なにをしたいのかは知らないが、こちらは
敗けたのだから、奴隷として仕えるか、
暗い淵のなかでやつの使い走りをするこ
???????????
このように、リドンは、サタンが神や神の動機を描写するのに、どのよ
うな否定的な用語（例えば”怒った勝利者（theangryVictor）”（I．169））を
77I
用いても、そのサタンの主張には何の根拠もない、と言う。
しかしながらリドンは、堕ちた天使たちについてのミルトンの描写は非
常に巧みであるので、不承不承であっても神の力について認めることが彼
7Sl
らの科白の下に潜んでいるとして、今引用した第一巻144行を例に挙げる。
すなわち、そこではベルゼププは、神が反逆天使たちのような強烈な力を
打ち破ることができたからには神は本当に全能であるに違いない（「そい
つをい圭は全能と考えざるをえない。J）ということを認めるのである。
次に第二の〈語り手の説明を通して〉であるが、これらの神についての
否定的な見方すべてに直面して語り手の声は、果たすべききわめて重大な
791
役割をもっているとリドンは指摘する。すなわちナレーターの声は、第一
巻の最初の場面を設定したり、最初の第二巻に両方に見出される描写の一
節をロに出すためにだけ存在するのではなく、それは神についての評価の
バランスを是正するためにあり、詩の内部において生ずるすべてのものが、
神の放しによってのみ起こっているということをひそかにかつ巧妙に読者
に思い起こさせるために存在すると言い、そのような役割を担った抑制さ
れた語りの声の力の二つの良い例として、i）第一巻211－20行、および
8の
ii）366－375行をリドンは指摘する。すなわち－
i）Hadrislnorheavldhishead．butthatthewill
Andhlghpermissionofall－rulingHeaven
は2
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LeEthlTn atlargetohlSOWndarkdeslgnS，
Thatwithreiteratedcrimeshemight
HeaponhimselEdamnation，Whilehesought
Evi日oothers．andenrag’d mightsee
How allhismallCeSerV’d buttobringforth
Infinitegoodness，graCeand mercyshewn
OnManby himseduc’t．butonhimseIf
TrebleeorLfuslOn．Wrauth，andvengeaneepourd．（I．11．211－20）
やっとのことで起き上がり、
す
頭をもたげることができたが、それも、万物を統べる
神のみ心とみゆるLとによって、かれの心が勝手に
たくらふ
暗い紆計へと向かうことになったからである。
こうペ
罪に罪を重ねて、自分の頭にのろいを積み、
ひと
他人には悪をたくらむものの、悪意とても、
ひと
かれに誘惑された人間にたいする
神の限りなき愛、恵み、憐れみをもたらし、
ニうペ
かれの頭には神のいく重もの破壊、憤怒、
復讐がそそがれるのを見るはめになり、
811
かれじしん激怒するにいたるのが落ち。
1i）ThroughCodshighsufferanceforthetrial0fman，
Byfalsitiesandlyesthegreatestpart
OfMankindtheycorruptedtoforsake
GodthirCreator，andth．invisible
GIoryofhilnthatmadethem，tOtranSform
OfttothelmageofaBrute．adornd
WithgayReligionsfullofPompandGold，
And Devils to adore for Deities：
ThenweretheyknowntomenbyvariousNames．
AndvariousldoIsthroughtheHeathen World．（I，1L366－75）
ひと
人間をためそうと
????? ??? ???? ?? ??? ?㍉ ? ． … ．?ぅ?? って、
を堕落させ
ーる栄光を
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けんらん
忘れさせ、絢爛豪華なる儀式をもって
飾るけものの偶像に心を向けさせ、
悪魔を神々とあがめさせるようになってから、
はじめてかれらはエバの子たちのあいだで
新しい名をかちうるようになる。
そのときかれらはさまざまの名で
ひと　　　　　　　　　　　　　くざぐさ
人間に知られ、異教の世界に種種の
偶像のかたちで知られるようになろう。
神の登場：父なる神と御子との関係
P即鋤鮎㌣ん融において、神は第三巻で初めて登場する。神は、玉座の右
手に座す御子と共に天の玉座に座す。神は光なるゆえ、光なる御子のなか
に住みたもう方であると、第三巻冒頭で語り手は詠い始める。今までの舞
台であった地獄と混沌界の暗い世界から抜け出た光の世界にいる光なる御
子への呼びかけで第三巻は始まる－
HAILholylight，OfsprlngOfHeav’nEirst－born．
Ororth’EternalCoeternal beam
MayIexpresstheetmblam’d？slneeGodisLight，
AndneverbutinunapproachedLight
Dweltfrom Eternitie，dweltthenin thee．
BrighteEflueneeofbrightessenceincreate，
Orhear’stthouratherpureEtherealstream．
Whose Fountain whoshallteLl？beforethe Sun．
BeforetheHeavlnsthouwert，andatthevoice
OfGod．as with aMantle didstinvest
Therisingworldofwatersdarkanddeep，
Wonfromthevoidandrormlesslnfinlte．（111．1日．－12）
うい・ヱ
ようこそ、聖なる光、天の初子よ！
神とともなる永遠の光と、あなたを呼んでも
よろしいでしょうか。神は光にいまし、
永却より、近づきがたい光以外には
住みたまわず、あなたのなかに住みたもう。
1ご・i
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遣られざるもの、輝く本質の輝く流露よ。
あるいはむしろ、根源の知られざる
純なる天の流光と呼ぼるべきか。太陽以前、
諸天以前に、あなたはいまし、神の
み声をうけて、空しい無形の無限から
現出した暗い底なき水の世界を、
マントル　　　　　　　　　　　83I
外衣でつつむように、覆ったのだ。
まず、御子が「聖なる光」、「神とともなる永遠の光」と呼びかけられ、
永遠の昔から父なる神とともにおられる御子、先在のイエス・キリストに
ついて語られる。「神は光にいまし、……あなたの中に住みたもう。」と、
光にいます神は光にいましたもう御子の中にのみ住みたもう、と言われる。
御子は「造られざるもの」、「太陽以前、諸天以前に……いまし」、「神のみ
声をうけて、空しい無形の無限から現出した暗い底なき水の世界を、外衣
でつつむように、覆ったのだ」と、創世記一章、ヨハネによる福音書一章、
さらにコロサイの信徒への手紙一章の聖書の言葉に基づき、被造世界の創
造以前のはじめから父なる神とともにおられ、創造のみ業に与る先在の御
子イエス・キリストがうたわれる。
それに続く13行以下で、肉眼の光を求める盲Hの詩人ミルトンの偽りの
ない気持ちが表出されている。
Theelre－Visitnowwith bolderwlng．
Escap’ttheくStygian，PooI．thoughlongdetaind
InthatobscuresoJOurn．WhileirLmy flight
Throughutterandthrotlgh middledarkTleSSborne
Withothernotesthentoth‘（Orphean）Lyre
IsuTLgOf‘Chaos，andくEternalNight）．
TaughtbytheheavlnlyMusetoventuredown
Thedarkdescent，andup toreaseend．
Thoughhardandrare：theelrevisitsafe．
Andfeelthy sovranvitalLamp：butthou
Revisitlstnottheseeyes．thatrowlein vain
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ToflndthyplerCingray．andfindnodawn；
Sothick adropserenehathquenchtthirOrbs，
Ordim suffusionveild，Yetnotthemore
CeaseI towander where the Muses haunt
CleerSprlng，OrShadieGrove．orSunnieHill，（Ⅲ．11．13－28）
あなたを、わたくしはいま再訪する。長い
あいだの、あのうす暗き留置の場、地獄の
水辺を逃れ、こよなく大胆な翼に乗って。
外の闇、中の闇を飛行したとき、わたくLは
オルペウスの調べより高き調べに合わせて
カオス
〈混沌〉　と永遠の　〈夜〉　のことをうたった。
かた
たといいかにつらく難くとも、暗きへくだり、
ムーサ
ふたたび駆けあがることを、天の詩神に
教えられて。安らけく、わたくしはあなたを
再訪し、生の根源なる巌を感ずる。だが
あなたの鋭い光を求めても暁を求めても
甲斐なきこの両眼に、あなたは帰りたまわない。
そこひ　　　　　　　　　　　　　そこひ
黒内陣が両球の光を奪い、または白内障が
覆った。しかしわたくLは、聖なる歌を
ムーサ
愛して、詩神たちの出没するところ、
ひ
清澄の泉、陰こき森、陽をうける丘などを
Ml
さ迷うことをやめない。
第三巻56行以下においても、高い玉座にいます全能の父は、その眼を地
上の被造物に向ける。天使らが玉座の周りにきら星のごとくに並び、父の
み顔から、えも言えぬ至福を受けていた。父の右には、父の栄光の輝かし
い像であるひとり子が座し、父なる神との特別な関係にあることが詠われ
る。
Nowhadth’AlmightyFatherfrom above．
FromthepureEmpyreanwherehesltS
HlghThron’daboveaIlhighth．bentdownhiseye．
Hisownworks and their worksatonce to view：
Abouthim allthe SanctitiesofHeaven
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StoodthickasStarrs，and fromhissightreceiv’d
Beatitudepastutterance；Onhisright
TheradiantimageofhisGlorysat．
HisonelySon；（lII．11．56－64）
さて全能のおん父は、清火天にいまし、
万物を下に見る玉座に廃したまい、
その高みから、日を下に向けて、被遺物と
わぎ
被造物の行為を、いちどにみそなわす。
この父をめぐって天使たちが、きら星の
ごとくに並び、おん父のみ額から、えも言えぬ
至福をうけていた。父のおん右手には
すがた
かれの栄光の照り映ゆるみ像、父の
85〉
ひとり子が座していた。
わぎ
続いて、64行以下において、〈地上の被造物とその行為を、いちどにみ
そなわす（Hisownworksandtheirworksatoncetoview：……」．59）〉　〈神は、
過去、現在、未来を見ぬく（Whereinpast．present．futtlrehebeholds，・・
吼1．78）〉時空を支配し、すべてをご存知である父なる神が幸いの庭に置
かれているふたりの始祖が喜びと愛の不滅の実を刈りとる様子をみそなわ
し、またサタンをもみそなわす－
On Earth he firstbeheld
OurtwofirstParents，yettheonely two
Ofmankind，inthehappieGardenplac’t．
ReaplngimmortaHruitsofjoyandloYe．
Unlnterruptedjoy，unrivaldlove
Inblissfulsolitude；hethellSurVeyd
HelL and the Gulfbetween．andくSatan）there
CoastingthewallofHeav’non thisslde Night
Inthedun Airsublime，and readynow
Tostoopwithweariedwings．andwillingfeet
OnthebareoutsldeofthisWorld，thatseemd
Firmlandimbosomd withoutFirmament，
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UneertalnWhich，inOceanorin Air．
HimGodbeholdingfromhisprospecthigh．
Wherejnpast．present．futurehebeholds．
ThustohisonelySonforeseeillgSpake．（IIl．11．64－79）
父が地上に、まず
みそなわしたのは、ふたりの始祖、ただ
ひと
ふたりの人間が、幸いの庭におかれて、
よろこびと愛、妨げられることを知らぬ愛、
ならびなき愛の不滅の実を、至福の
孤独のなかで刈りとるさま。次に天父が
地獄と、地獄のこちら側を占める淵を見れば
そこをサタンは、〈夜〉　のこちら側、お暗き
空を高く、天の城壁に沿って進み来たり、
いまや、疲れた翼、休もうとする足を使って、
この世界－大空もなく、港か空気か、
いずれとも言えぬものに包まれた、堅き地とも
みゆる世界－のあらわな外殻に降ろうとする。
神は、過去、現在、未来を見ぬく
高い見張り台からサタンを見すえつつ、将来を
8の
予見して、ひとり子に言われるのであった。
そして、さらに続く80行以下で、ひとり子に向かって語られる。言葉に
よる人格的な交わりが御子との間に存在する。それはヨハネによる福音書
14幸から17章において、父なる神と御子イエス・キリストとの特別の関係
について言われている聖書の言葉を想定させる。
天上から落ちたサタンとその仲間たちが復讐の念に燃え、「新しく造ら
れた世界と、そこに置かれた人間をめざして」、「人間を力ずくで破滅させ
るか、いつわりの策略で堕落させること」を意図するが、「それは巧くい
くだろう」と。そして人間は唯一の戒めである従順という唯一の担保をな
んの苦もなく犯し、かれと、不信の子孫は堕落にいたる、と神は御子に語
られる
12g
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OnelybegottlnSon．seestthouwhatrage
Transportsouradversarie，Whomnobounds
Prescrlb’d，nObarrsofHdl．nor all the chalnS
Heaptonhimthere，nOryetthemainAbyss
Wideinterruptcanhold；SObentheseems
Ondesperaterevenge，thatshallredound
Uponhisown rebellioushead．AndI10W
Throughallrestraintbrokeloosehewingshisway
Not rarrofrHeav’n，in the PreclnCtS°rlight．
Directlytowardsthenewcreated World，
AndManthereplac’t．withpurposetoassay
lfhim by forcehecandestroy，OrWOrSe．
Bysom falseguilepervert；andshallpervert；
ForManwillheark’ntohisglozinglyes，
AndeasllytransgressthesoleCommand．
SolepledgeorhisobedlenCeニSowlHfall
HeeandhisfaithtessProgenie：（III，lL．80－96）
ひとり子よ、われらの敵がいかなる怒りに
心うばわれているか、わかるか。定めおいた
境界も、地款の関門、地獄でかれを締めつけた
おおふち
鎖も、地獄を遠くへ押しやった大凋さえも
かれを抑えることはできない。かれは、ただ、
捨てばちの復讐に執念をもやす。けっきょくは
こうべ
みずからの反逆の頭にはね返る行為なのに。いまや
あらゆる束縛を絶って、天からほど遠からざる
さかい
光の境界を、新しく造られた世界と、そこに
ひと
置かれた人間をめざして、まっしぐらに翔ける。
意図するは、人間を力ずくで破滅させるか、
さらに悪しきことには、いつわりの策略で
堕落させることはできぬか、ためそうとするのだ。
ひと
それは巧くいくだろう。人間はかれの甘言に
かた
耳を貸し、唯一の戒め、従順の唯一の担保を
なんの苦もなく犯し、かくしてかれと、不信の
でぇ　　　　　87I
子孫は堕落にいたる。
ここで父なる神はこの堕落は〈だれの過ちか〉（96行）と問い、く人間の
罪以外の原因があろうか〉　と自ら答える。そしてく忘恩の徒よ、万物をあ
たえたものを〉　と嘆き、〈人間は正しき存在として造られた。堕ちるは自
由だが、直くも立ちうるのだ〉　と堕ちるのは人間の自由意志によるもので
あると明言する。ここに、神は、自由な意志を与えられ、人格的存在とし
て創造された人間に対し人格的な関係責任（神に対する人間の関係責任性）
を問うのである。‘whosefault？’と。
whose rault？
Whosebuthisown？ingrate，hehadofmee
AIlhecouldhave；Imadehimjustandright．
SufEicienttohavestood，thoughfreetofall．（IILu．96－99）
あやま　　　ひと
だれの過ちか。人間の
罪以外の原因があろうか。忘恩の徒よ、万物を
あたえたものを。人間は正しき存在として造られた。
なわ　　　　　　郎I
堕ちるは自由だが、直くも立ちうるのだ。
ひと
神は人間に与えた自由意志を天使たちにもまた与えられたのである。そ
の結果、天使たちは、自由意志で、神の前に立ち続ける者と、倒れ堕ちて
いった者とに二分された。真に自由を与えられた者でなければ真実な忠誠、
変わらざる信義や愛の、いつわりなき証しを示すことは出来ないからであ
る。さもなければ、義務的なことのみが表面に現れ、本当にしたいことは
生まれない。そこには真の喜びは存在しない。もし人間の意志と理性が自
由を失い、神である私にではなく　〈必然）に仕えるならば、私は喜べない
と、神は語る。〈予定的意志〉（predestination）が個人個人の意志を支配し
ていると言って、創造主に対し、あるいは自分たちの創造や運命に対し不
服を鳴らすのは当を得ない。反逆を決めた天使たち自身の判断と選択とに
おいて彼らは堕ちた。しかし人間は、この天使たちにだまされて堕ちるの
で、人間には恩寵が与えられる。しかし堕ちた天使たちには与えられない、
と。
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ここに神の人格的な相手として造られた人間は自由意志を与えられてい
るがゆえに、神への不従順の罪が問われるが、天使たちにだまされて堕ち
るので、救いの恵み、つまり恩寵、さらに憐れみと正義とが与えられるこ
とが約束される－
SuchIcreated all thlEthereal Powers
AndSpirits，boththemwhostoodandthemwhofaild；
FreeIytheystood whostood．andfellwhofell．
Notfree．whatproofcouldthey havegivnsincere
Ortrueallegiance．constantFalthorLove．
Whereonelywhatthey needsmustdo，appeard．
Notwhattheywould？whatpraisecouIdtheyreceive？
WhatpleasureIfromsuchobedieTtCepaid．
WhenWillandReason（Reason alsoischolee）
Uselessand vain．offreedombothdespoild．
Madepassiveboth．hadservdnecessitie．
NotTnee．Theythereforeastorightbelongd．
Sowerecreated，nOrCanjustlyaecuse
Thirmaker．orthirmaking．orthiT’Fate；
Asif Predestinationover－rul’d
ThlrWill．dispos’dbyabsoluteDecree
OrhighforeknowledgeこtheytheTnSelvesdecreed
Thirown revolt，nOtI：lfI foreknew，
Foreknowledgehadnoinnuenceonthlrfault．
Whichhadnolessprovldcertainunforeknown．
Sowithou＝eastimpulseorshadowofFate．
Oraughtbymeeimmutablieforeseen，
Theytrespass．Authorstothemselvesin all
Bothwhattheyjudgeand whattheychoose；forso
lformdthem rree，and rreetheymljStremain．
Tllltheyenthrallthemselves：Ielsemustchange
Thirnature．and revokethehigh Deeree
Unchangeable．Eternal．whichordaind
Thlrfreedom：theythemselvesordaindthirfall．
JJJ
TheflrStSOrtbythirownsuggestlOnfell，
Self－tempted．self－deprav’d：Man fallsdeceiv’d
Byth’otherfirst：ManthereforeshallfindGrace．
Theothernone：inMereyandJusticeboth．
ThroughHeav‘nandEarth，SOShallmyglorieexcell，
ButMercyfirstandlastshallbrightestshine．（Ill，11．100－134）
またわたしは、あらゆる天使たちを自由なるものとして
遣った。立ちえたものをも、堕ちたものをも。
かれらは自由の意志で立ち、堕ちもしたのだ。
自由でなければ、真の忠順、不変の信頼と愛の、
いつわりなき証拠を示せるはずはなかった。
しニrと
さもなければ、義務的な為事のみがのさばり、
しこと
積極的な為事は生まれまい。かくのごとき
従順から、いかなる喜びがえられようか。
意志と自由、（理性は選択の力だが）
むやく
双方が無益無用で、自由を捕され、
消極に堕し、わたしにではなく、〈必然〉　に
仕えるようでは、わたしは喜べない。
かれらは正義につくべく造られたのであるから、
く予定〉が絶対的な決定と轟き予知とによって
Uゆうりん
かれらの意志を蝶瑚したなどといって、
つくりぬし
創造主や、かれらの創造、かれらの運命を
不服とするのは、あたらない。反逆を決めたのは
かれらじしんだ。わたしではない。わたしが
予知したにしても、かれらの犯行に影響はない。
予知されずとも、かれらの行為は明らかなのだ。
だから、運命の敬も影もなく、わたしの
予見のゆえに動きがとれないということもなく、
軌、たのだから、かれらこそ判断と選択の
張本人である。わたしはかれらを自由な
存在として遣った。だから自由でなければ
ヰl
ならない。奴隷の状態に堕ちるまでは。
lケ・
さもなければ、わたしはかれらの性を変え、その
自由をさだめた不変にして永遠なる高き決定を
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撤回せねばならぬ。堕落はかれらで決めたこと。
堕落天使たちは、みずからの誘惑で堕ちた、
ひと
みずからを惑わし、みずから腐って。人間は
ひと
この天使たちにだまされたのだ。だから人間は
おんちよう
恩寵をあたえられようが、堕落天使たちは、ならぬ。
わが憐れみと正義とは、天上地上にあまねく、8の
とくに憐れみは、終始、きららに輝くだろう
ここに描かれている神は、果たして、暴君的、専制的な力を振るう神で
あろうか。あくまで、人間を　〈正しき存在として造られた（Imadehim
justandright．・・・・．98行）〉　しかも　く自由な存在として造った。だから自由
でなければならない（forsoITnadethemfree．andfreetheymustremain，・・
123－124行）〉　と、神みずからその永遠の決意を被涯する。人間は〈自由の
意志で立ち、堕ちもしたのだ。自由でなければ、其の忠順、不変の信頼と
愛の、いつわりなき証拠を示せるはずはなかった（Freelytheystoodwho
stood，and feIIwho fell．／Not free，What proofcould theyhave givn slneere／Of
tr。eallegiance．constantFaithorLove，・・・・・．／102－104行）〉　と。人間が立ちも
し倒れもするのは、神に対する人間の自由な意志による従順、不従順の態
度如何であると。天使たちにだまされて堕ちるので、天使たちには与えら
れない救いの恵みである恩寵が人間には与えられることを約束される神は、
人間をあくまで自由な人格として造られ、自由な人格として交わりを持と
うとする愛と恵みの神であるといえないであろうか。
三位一体諭的関係の類比に基づく神の人間とのかかわり方
私たちがここで忘れてはならないことは、父なる神がこれらの言葉をひ
とり子に向かって語られ、ひとり子がそれに答えているという点である。
ミルトンの神が人間に求めるかかわり方は、父なる神とひとり子との間に
存在するかかわり方であり、自由と愛と信頼に満ちたかかわり方である。
そのようなかかわり方を神は人間に求めるのである。神と人間とのかかわ
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りが成立するのは父なる神と御子との関係の類比に基づくのである。それ
は、さらに言えば、三位一体の神の内部に存在する父と御子の間の関係の
類比の上に成り立つ関係である、といって良いのである。
さらにこれに続いて、御子なる神において父なる神の存在が照り輝き、
実質上（substantially）、神の存在をあらわしていた）と子なる神と父なる
とが一体であること、三位一体の神が詠われる－
ThuswhileGodspake，ambrosialfragrancefilld
AllIleavln．andintheblessedSpiritseleet
SenseofnewJOylneffablediffus．d：
BeyondcomparetheSonofGod wasseen
Mostglorious，inhimallhlSFathershon
Substantiallyexprest，andinhisraee
DivinecompassionvisibIyappeerd．
Lovewithoutend．and withoutmeasureGrace．
WhichutteringthusheetohisFatherspake．（Ill，11．135－143）
神がこのように語りたもうとき、芳香が全天に
満ち、選びにあずかり祝福された豊たちに
えも言えぬ新しきよろこびがあふれた。
神の御子は並びなく輝かしく、
かれにおいておん父の存在が輝きいで、
おん父の実体をあらわしていた。御子の
かんほせ
顔には神の憐れみ、終わりなき愛、
限りなき恵みがありありとあらわれ、それを
111、
言いあらわしつつ、おん父に向かって語った。
以上、私たちは第三巻の初めの部分を集中的に見てきたが、そこにおい
てミルトンが描いている神の姿は、ひとり子なる御子と共にいまし、ひと
り子なる御子と人格的に語り合う神であり、ひとり子なる神においてご自
身をあらわされる神が描かれる。
さらに、F失楽園』で描かれた神はご自身をあらわされない神である。
第三巻372行以下において、全能、不変、不滅、無限、永遠なる王、万物
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つくりぬし　　　　　　　　　はえ
の創造主、光の源にいまし、栄光ある輝きのなかに、近づきがたく座した
まいながら、みずからはその姿をあらわされない（thyselfinvisible，1，375）
神、が詠われる－
TheeFatherflrSttheysungOmnipotent．
Immutable．Irnmortal．lnfirLite．
Eternat King；theeAuthorofallbeing．
FountainofLight．thyselfinvisible
Amidstthegloriousbrightnesswherethousit’st
ThT，On’diTlaCCeSSible，butwhen thoushad’st
Thefullblazeofthybeams，andthroughacloud
Drawn round abouttheelikea radiantShrine．
Darkwithexcessivebrightthyskirtsappeer．
Yetdazle Heav’n．thatbrightestSeraphim
Approachnot．butwithbothwlngSVeilthireyes・
TheenexttheysangofallCreationfirst．
Begott’nSon．DivineSimilltude，
lnwhoseeonsp］CuOuSCOuntlnance．withoutcloud
Madevisible，th’Almighty FathershlneS，
WhoJTL elsenoCreaturecan behold：On thee
Impresstth．eEfulgenceofhisGlorieabides，
TraTLSfusldontheehisampleSpiritrests．
Hee HeaY’norHeavens and allthe Powerstherein
Bytheecreated，andbytheethrewdown
Th’aspiringDominations（皿，11，37ト392）
おん父よ、天使らはまず父うえをうたった－
全能なる、不変なる、不滅なる、無限なる、
つくりぬし
永遠なる王と。おん父は万物の創造主、
はえ
光の源にいまし、栄光ある輝きのなかに、
近づきがたく座したまいながら、みずからは
姿をあらわされず、その放つ光彩をかげらせ、
やしろ
み姿のまわりに、きらめける社のごとく
あわい
ぐるりと引きまわしたる雲の間をとおして、
もすモ
裳裾はあまりの輝きに、かえって暗くみえ、
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くら
天を眩ませ、そのために光輝たぐいなき
セラフ
最高天使たちさえ近づかず、両翼で目を覆う。
次にかれらがうたうのは万象の初穂、
にすがた
生まれまLL御子、神の似姿。
削こも壷るきみ顔に、雲のかげりもなく
全能の父は輝きいで、かくて被遣物は
目をもっておん父を見たてまつる。神の栄光は
み
御子のあなたに刻み写されて、輝きわたる。
あなたに、神の豊かな霊は注ぎいだされる。
神は諸天の天とそのなかの全天便たちを
あなたによって造り、あなたによって
9D
野望に燃える統治たちを落とした。
ご自身を現されない神は、神が生みたまえる御子においてご自身を現さ
れる神であるということである。御子において被造世界に働かれる神であ
るということである。ここにおいても三位一体の神の〈キリスト論的集
中〉をみるのである。ここで私たちは注目すべき表現にぶつかる。それは
383行の“TheenexttheysangofalICreatiorLfirst．／BegottlnSon，Divine
Similitude，’’（r射こかれちがうたうのは万象の初穂、生まれまLL御子、神の
にす鮒が融
似姿」）である。というのは、この言葉の中に、ミルトンの『キリスト教
教義論』五章の神子論との関連で、アレイオス主義を読みとることが出来
93I
ると、と主張する人々がいるからである。確かに、ミルトンの『キリスト
教教義論』を見るとミルトンの考え方の中に「父と子の同一性」を認めな
いアレイオス主義を読みとることができるのかもしれない。しかし、彼の
『キリスト教教義論』という外証によるのではなく、私たちはAm強化ム融
の作品を一個の完結したものとして見る立場を取る。そうならば、ここの
箇所だけを取り上げて異端であると早急に判断を下すことは差し控えたい。
むしろ、以上すべてのP灯“掠れん融にて描かれた父なる神の場面、とりわ
け、御子なる神の姿は、使徒信条に、さらに次のニカイア・コンスタンチ
ノポリス信条の言葉にもあえて合致すると言って良いのである。「主はす
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べての時に先立って、父より生まれ、光よりの光、まことの神よりのまこ
との神、造られずに生まれ、父と同質であり、すべてのものはこの方によ
って遣られました。（中略）そして父の右に座し（後略）」（日本基督教団改
革長老教会協議会教会研究所訳）。
この点についてC・S・ルイスのミルトン弁護論は説得力がある－
r失楽園」がアウグステイヌス的で階級組織的である限り、それは「常に
いたるところですべての人が」持ち続けてきた概念に基づいている、とい
う意味で普遍的でもある。この普遍性は、非常に顕著なので、偏見のない
読者なら誰しも受ける第一印象である。その中に異端的要素は存在するが、
追求すれば発見できる、という程度である。異端的要素を無理に前面に押
し出そうとする批評は間違っており、この詩が、何世代にもわたって、神
学に充分精通した明敏な読者達に、正統として受け入れられた事実を、無
911
視している。
つまり、異端的要素をわざと前面に押し出そうとする批評はまちがいで
あり、神学に充分精通した明敏な読者達に、何世代にもわたって正統とし
て受け入れられてきた事実を、無視しているとルイスは言うのである。
結　語
このようなわけで、一人の人によって罪が世に入り、罪によって死が入
り込んだように、死はすべての人に及んだのです。すべての人が罪を犯し
たからです（ローマの信徒への手紙　五章12節、新共同訳）。
一人の罪によって、その一人を通して死が支配するようになったとすれ
ば、なおさら、神の恵みと義の賜物とを豊かに受けている人は、一人のイ
エス・キリストを通して生き、支配するようになるのです（同上　玉章17
節）。
『失楽園』の創作目的は何であろうか。私たちが、最初に見てきたよう
に、人祖の《堕落〉とその救済である。r失楽園』第一巻の冒頭で描かれ
た「この大いなる主題の高さにふさわしく、／永遠の摂理を擁護し、神の
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道の正しさを／人びとに明らかにすることができるように」（11．24－26）す
るためである。
ミルトンの『失楽園』に措かれた神は、ご自身によって造られた被造物
である人間の根源的な罪の現実である堕罪と背反と悲惨の事実を見過ごさ
れない。ミルトンの神は正義を地に確立することを求める神であり、義の
神であり、人間に正しさを求める神である。そのために、神のひとり子で
ある御子キリストを十字架の上に購いの供え物としてささげ、全人類がみ
ずからの力で負いきることの出来ない罪の負債を負ってくださったのであ
る。聖なる神は愛であるからである。
ミルトンの『失楽園』に描かれた神は、楽園を失って楽園を去るアダム
とイヴの前途に、御子イエス・キリストの十字架の墳罪という摂理のみ手
しるペ
を用意して下さったのである。「摂理こそかれらの尊者」であるからであ
る一一一
Theylookingback，allthTEasternsidebeheld
OfParadise，SOlatethirhappieseat，
WavldoverbythatflamlngBrand，theGate
WithdreadfulFacesthrongdandfierieArmes：
Somnaturaltearstheydropd．butwip’dthemsoon；
TheWorldwasallbeforethem．wheretochoose
Thirplaceofrest．andProvidencethirguideニ
Theyhandinhandwithwandringstepsandslow，
Through〈Eden〉tookthirsolitarieway．lEND】
（XII．日64ト649）
ふたりはうしろをかえりみ、いままでかれらの
きいわ
幸いの住みかであった楽園の東側を見やった。
ほのお
その一帯にかの火炎の剣が振られ、門には
もののぐ
恐ろしい顔容と燃ゆる武器とが辞らがっていた。
ふたりは思わず涙。が、すぐにうちはらう。
安息のところを選ぶべき世は、眼前に
13β
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しあべ
ひろがる。摂理こそかれらの尊者。
手に手をとって、さ迷いの足どりおもく
951
エデンを通り、寂しき道をたどっていった。
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